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センターサイディングの使用範囲

標準施工法の条件

耐風圧性能

設計施工上の主な禁止事項  １－　６
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  １－　８
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  １－１０

センターサイディング施工上の注意事項

外壁通気構法

雨漏りが発生しやすい部位

  １－１１

  １－１２

防水紙張り

胴縁下地組み

センターサイディング・付属部材の留付方法

補修塗装

保管・取り扱い・運搬上の注意事項

シーリング工事の手順とポイント

  １－１３

  １－１４

  １－１５

  １－１６

  １－１７

  １－１８

  １－１９

  １－２０

胴縁下地組み（鉄骨下地組み）

施工完了後の注意事項

標準施工手順

センターサイディングの施工用工具例

センターサイディング施工時の安全配慮

耐風圧性能　補強工法

　１－１　標準施工法の目的

設計施工資料集（本書）に基づくセンターサイディング標準施工法には、次の目的があります。

　①センターサイディングの性能を末永く維持させる

　②外壁に求められる機能を発揮させる

　③住宅性能表示などによる諸性能の達成

　④品質保証の必要条件

　⑤注意事項・禁止事項の周知

１　センターサイディング標準施工法

注　　意

×禁 止

※センターサイディング標準施工法は、建築関連法規に適合する建築物の外壁にセンターサイディングを

※国土交通大臣認定の防耐火構造とする場合は、各認定書別添の内容もご確認ください。

※最新の建築基準法、建築基準法施行令、告示をご確認ください。

　 施工する場合に適用されますが、特定の住宅会社様や工事店様などと別途定めた施工仕様（施工マニュ

　 アルなど）につきましては、ここに定める限りではありません。

　１－２　センターサイディングの使用範囲

　１－３　標準施工法の条件

センターサイディング標準施工法は次の条件を遵守してください。

●センターサイディングを木造に施工する場合は、胴縁を使用する外壁通気構法で施工します。

●センターサイディングならびに防水紙・防水テープによる二重防水構造とします。

●P９～１１に定める設計施工上の主な禁止事項を遵守してください。

●各部基本納まり例については、P３９～９０を参照してください。

●センターサイディング標準施工法は、原則としてニチハ純正付属部材を使用してください。
　

警　　告　
　

高さ
16m以下

センターサイディングの外壁としての使用可能範囲は、原則とし
て高さ１６m以下です。
ただし、センターサイディングの耐風圧性能についてはP６～８
で安全性をご確認ください。
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　１－４　耐風圧性能

　 センターサイディングを木下地､鉄骨下地に施工した際の外壁の耐風圧性能について、動風圧試験で下記の

　 とおり確認しています。下表耐風圧性能から、各建築地の基準風速および建物高さなどより、安全性をご確

　 認ください。

　　　施工状況で変わることがありますので、設計に際しては適切な安全率を見込んでください。
　　　推奨安全率＝１．６以上　（平成１９年国土交通省告示第８３４号より）
　　　必要耐風圧性能が不足する場合は補強工法での施工となります。補強工法はP７～８をご確認ください。

　 ●下表の値は測定値（破壊：負圧）です｡

　

　 ●下表の値は補強工法での測定値（破壊：負圧）です。

　 　 施工状況で変わることがありますので、設計に際しては適切な安全率を見込んでください。
　　　推奨安全率＝２．０以上

　

4600

4250木下地(＠500)

鉄骨下地(直張り＠610)

破壊：負圧、単位：Pa

破壊：負圧、単位：Pa

１　センターサイディング標準施工法

ＳＴ型 1400 1300

ＦＮ型

iシリーズ
ソフィアルブリック

ファインボーダーⅡ

シン・ネオスパンＦＵ

センターストライプＵ

1200 1200

1100 1100

イソシア
ヌレート
フォーム

ＦＢ型

ブリック（北海道限定）

Ｆ型
塗り壁 1200 1300

385
硬質

ウレタン
フォーム

18

368 Ｄ型 1400ノースウッド 1500

241 Ａ型 1500－ 1400

働き幅 厚み
木下地
(＠500)

芯材 型名 製品名
鉄骨下地(直張り)

(＠610)

385

ＮＳ型 ネオスパンプレミアム 2000 2500

1100 1300

ネオレリーフ
1400 1300

パーチェウッド

影光Ⅱ 1100 1100

コルモロック 1100 1200

Ｍ型

スマートフラット 光

2100 2800300
スマートフラットプレミアム

スマートフラットＰＨ

ネオスパン 光

ネオスパンＰＨ

ダイヤシェイプⅡＰＨ
1600 2300

ダイヤシェイプⅡ 光

1100 1100

－ 1600 1500

ダイヤシェイプＢＳⅡ 2400 3400

スマートフラット侘寂
（WABISABI）

ネオレリーフプレミアム

センターストライププレミアム

iシリーズ
plus

コルモロックplus

パーチェウッドplus

1100 1200

1100 1100
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　１－５　耐風圧性能　補強工法

１　センターサイディング標準施工法

●補強工法が必要な建物は、張り始めのセンターサイディング表面からビス留めによる補強を行ってください。

●専用ビスを用い、下記の条件でセンターサイディング表面から留め付けてください。

縦胴縁@500以下
左右接合部

木胴縁 90サイズ

：ビス留め位置を示す

専用ビス留め@500以下＝各スパン

ビス：タッチアップ

センターサイディング　長さ３０００㎜・木造・横張りの例

500以下

3000 3000

@3000

500以下

左右接合部
木胴縁 90サイズ

目地カバー センター
サイディング

専用ビス@500以下

専用ビス
（JK1720）

＜左右接合部＞ ＜ビス留め部＞ ＜左右接合部＞

※鉄骨下地の留付条件は上表となります。

〃〃〃

木造

専用ビス
（表面留め用）

ＪＫ１７２０
(ステンレスビス：φ４．１㎜×４５㎜)

鉄骨造

金属胴縁１５：ＪＫ１７４０
(ステンレスドリルビス：φ４．５㎜×２７㎜)

直張り：ＪＫ１７５０
(ステンレスドリルビス：φ４．２㎜×２７㎜)

せっこうボードなど表張りあり：ＪＫ１７７０
(ステンレスドリルビス：φ５．０㎜×６０㎜)

ビス留め間隔

ビス留め位置 パネル幅中央

５００㎜以下
(各スパンごと)

６１０㎜以下
（各スパンごと）

●ビス頭の補修は、専用補修塗料を必要最小限の範囲に塗布してください。

センターサイディング
目地カバー
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　１－５　耐風圧性能　補強工法

１　センターサイディング標準施工法

タテ用
スターター

または
端部カバー

中間水切

＜上下接合部＞

＜ビス留め部＞

専用ビス
（JK1720）

横胴縁
90サイズ

専
用
ビ
ス
@
5
0
0
以
下

横胴縁

横
胴
縁
@
5
0
0
以
下

上下接合部
横胴縁90サイズ

センターサイディング
タテ用スターターまたは
端部カバー＋中間水切

：ビス留め位置を示す

専用ビス留め@500以下：各スパン
ビス：タッチアップ

1
0
～

1
5

センターサイディング　長さ３０００㎜・木造・縦張りの例 ※鉄骨下地の留付条件は前項の表となります。
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　１－５　耐風圧性能　補強工法

１　センターサイディング標準施工法

タテ用
スターター

または
端部カバー

中間水切

＜上下接合部＞

＜ビス留め部＞

専用ビス
（JK1720）

横胴縁
90サイズ

専
用
ビ
ス
@
5
0
0
以
下

横胴縁

横
胴
縁
@
5
0
0
以
下

上下接合部
横胴縁90サイズ

センターサイディング
タテ用スターターまたは
端部カバー＋中間水切

：ビス留め位置を示す

専用ビス留め@500以下：各スパン
ビス：タッチアップ

1
0
～

1
5

センターサイディング　長さ３０００㎜・木造・縦張りの例 ※鉄骨下地の留付条件は前項の表となります。

　１－６　設計施工上の主な禁止事項

１　センターサイディング標準施工法

センターサイディングを、次のような部位や施工法で使用しないでください。

不具合をまねく原因となります。

注　　意

禁 止

外壁以外への使用１

常時水のかかる風呂場などの壁２

煙突・暖炉など高温になる場所への施工３

４ 裏面があらわれる片面壁の塀など

５

６ 排気口のないパラペットの笠木

７ 笠木の外勾配施工

８

センターサイディングは

外壁材として設計されて

います。外壁以外には

使用しないでください。

温度・湿度が高くなるうえ、

水が直接かかるので、反り、

強度低下、割れなどの

原因になります。

煙突など高温となる部位に

使用しないでください。

高温になる部分では、

センターサイディングに

伸縮や反りなどの変形

が起きます。

裏面からの吸水により、思わ

ぬ不具合をまねくおそれがあ

ります。

笠木を水平または外勾配

にすると、雨水がセンター

サイディング表面を多量に

流れ、汚れなどの原因に

なります。

外壁通気構法とならない

ので、裏面および内部側

の結露の原因になります。

水切への突き付け施工
小口からの吸水により、反り・ふく

れなどの原因になります。

基礎モルタルへの埋め込み施工

９

毛細管現象により吸水し、反り

やふくれなどの原因になります。

透湿性の少ない防水紙の施工

壁体内の湿度が逃げにくくなり、

結露などの原因になります。

防水型排気口をつけて

ください。

裏面も壁仕上げにして、上部

には笠木を取り付けてくださ
い。

土台水切を取り付け、センター

サイディングの下端と土台水切

との間を１０～１５㎜あけて

施工してください。

指定のモエン透湿防水シート

などを使用してください。

センターサイディングの

下端と土台水切の間を

１０～１５㎜あけて施工

してください。

タイルなどのセンターサイディングへの直張り
タイルに割れや剥離を起こす

おそれがあります。
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　１－６　設計施工上の主な禁止事項

１　センターサイディング標準施工法

センターサイディングを、次のような部位や施工法で使用しないでください。

不具合をまねく原因となります。

注　　意

禁 止

斜め張り施工

接合部材や水切のジョイントと、

センターサイディングの取り合

い部で施工不良をまねきやす

く、雨漏りの原因になります。

また、嵌合部から雨水が浸入

するおそれがあります。

９０未満

９０未満

下地幅９０㎜未満での接合部の施工

釘またはビスを留め付ける時

に板端部からの距離が不足し、

割れの原因になります。

下地幅９０㎜以上の胴縁を

使用してください。（段差が発

生しないような調整を施す場合は、

４５㎜幅の２本組も可とします。）

接合部材や水切のジョイントと、センタ

ーサイディングの取り合い部で施工

不良をまねきやすく、雨漏りの原因に

なります。また、嵌合部から雨水が

浸入するおそれがあります。

乱張り施工

目地を通す割り付けと

してください。

ｾﾝﾀｰｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ施工後の換気口の施工

センターサイディング施工後に取り付

けると、壁体内に湿気が入る構造と

なりやすく､結露､雨漏りの原因に

なります。
換気フードおよびダクトはセンター

サイディング施工前に取り付け、防水紙との取り合いは、

必ず防水テープで防水処理をしてください。

※吹出口は、センターサイディングから３０㎜以上出してください。

先付け付属部材を固定せずに施工
先付け付属部材を固定しなかった場合、部材

の脱落などの原因になります。

適用高さを超える物件への施工

高さ１６m以下で耐風圧

性能に応じて施工して

ください。

釘頭の不適切な補修

補修塗料を釘頭より広く塗り拡げ

たり、厚く塗布する、補修塗料の

撹拌不足、シーリングの使用

などがあると、経年変化などで

補修部が目立つ原因となります。

補修は目立つ箇所のみとし、周辺に塗り拡げ

ないよう最小限の塗布としてください。

シーリングのはみ出し
シーリングがセンターサイディ

ング表面などにはみ出した場合、

変色による目立ちの原因となり

ます。マスキングテープをセンター

サイディング端部まで柄の凹凸に

そってしっかり貼り、はみださない

ようにしてください。

センターサイディング表面に粘着力の
強いテープを貼り付ける

表面に粘着力の強いテープ

（布テープや養生テープなど）を

貼り付けると、センターサイディ

ング表面の塗膜剥離や糊残りの

原因になります。センターサイディ

ング表面へのテープの貼り付け

は、できるだけ避けてください。

糊残り

防水紙なしの外張り断熱工法施工

外張り断熱工法の場合にも、防水紙や防水テー

プの施工を必ず行ってください。

雨漏りの原因になります。
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　１－６　設計施工上の主な禁止事項

１　センターサイディング標準施工法

センターサイディングを、次のような部位や施工法で使用しないでください。

不具合をまねく原因となります。

注　　意

禁 止

斜め張り施工

接合部材や水切のジョイントと、

センターサイディングの取り合

い部で施工不良をまねきやす

く、雨漏りの原因になります。

また、嵌合部から雨水が浸入

するおそれがあります。

９０未満

９０未満

下地幅９０㎜未満での接合部の施工

釘またはビスを留め付ける時

に板端部からの距離が不足し、

割れの原因になります。

下地幅９０㎜以上の胴縁を

使用してください。（段差が発

生しないような調整を施す場合は、

４５㎜幅の２本組も可とします。）

接合部材や水切のジョイントと、センタ

ーサイディングの取り合い部で施工

不良をまねきやすく、雨漏りの原因に

なります。また、嵌合部から雨水が

浸入するおそれがあります。

乱張り施工

目地を通す割り付けと

してください。

ｾﾝﾀｰｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ施工後の換気口の施工

センターサイディング施工後に取り付

けると、壁体内に湿気が入る構造と

なりやすく､結露､雨漏りの原因に

なります。
換気フードおよびダクトはセンター

サイディング施工前に取り付け、防水紙との取り合いは、

必ず防水テープで防水処理をしてください。

※吹出口は、センターサイディングから３０㎜以上出してください。

先付け付属部材を固定せずに施工
先付け付属部材を固定しなかった場合、部材

の脱落などの原因になります。

適用高さを超える物件への施工

高さ１６m以下で耐風圧

性能に応じて施工して

ください。

釘頭の不適切な補修

補修塗料を釘頭より広く塗り拡げ

たり、厚く塗布する、補修塗料の

撹拌不足、シーリングの使用

などがあると、経年変化などで

補修部が目立つ原因となります。

補修は目立つ箇所のみとし、周辺に塗り拡げ

ないよう最小限の塗布としてください。

シーリングのはみ出し
シーリングがセンターサイディ

ング表面などにはみ出した場合、

変色による目立ちの原因となり

ます。マスキングテープをセンター

サイディング端部まで柄の凹凸に

そってしっかり貼り、はみださない

ようにしてください。

センターサイディング表面に粘着力の
強いテープを貼り付ける

表面に粘着力の強いテープ

（布テープや養生テープなど）を

貼り付けると、センターサイディ

ング表面の塗膜剥離や糊残りの

原因になります。センターサイディ

ング表面へのテープの貼り付け

は、できるだけ避けてください。

糊残り

防水紙なしの外張り断熱工法施工

外張り断熱工法の場合にも、防水紙や防水テー

プの施工を必ず行ってください。

雨漏りの原因になります。

21防水紙・胴縁施工後の放置 22

防水紙や胴縁を施工した状態のままで放置

すると、防水紙が劣化する原因になります。

　１－６　設計施工上の主な禁止事項

１　センターサイディング標準施工法

センターサイディングを、次のような部位や施工法で使用しないでください。

不具合をまねく原因となります。

!
注　　意

禁 止

曲面施工

センターサイディングを曲げて施工すると、

嵌合部からの漏水、脱落などの原因になります。

　１－７　センターサイディング施工上の注意事項

　 １）より良い仕上がりのために

　 　 ●使用面積に応じた製品の量を手配してください。追加製品ではロットの違いにより多少の色差が生じること

　 　 　 があります。

　 　 ●土台部出隅・入隅などで、付属部材（土台水切、受け、スターターなど）が複数重なって使用される部位や

　 　 　 先付け付属部材の接合部分では、カバーの浮き上がり防止のため、先付け付属部材を十分押さえつけて

　 　 　 ください。

　 　 ●カバーなどの後付け付属部材の差し込みが硬い場合は、当て木などをあて徐々に差し込んでください。

　 　 　 直接たたくと変形や破損の原因となります。

　 　 ●不具合による手戻りを防止するため、施工途中での仕上がりチェックをお勧めします。

　 ２）切断加工について

　 　●センターチップソー（ＦＸ１２５Ｂ、ＦＸ１００Ｂ）を使用してください。

　 　●切断部が露出する場合は、芯材の吸水を防止するために、

　 　　 切断部の芯材を１０㎜程度切り取ってください。（表面材と芯材

　 　　 との間を切り込み過ぎると剥離が生じ、反りが発生しやすくな

　 　　 ります。）

　 　●切断部のバリはやすりなどで取り除いてください。

　 　●切断時に発生した切り粉による錆び発生を防止するため、

　 　　 切断後、ハケなどで必ず切り粉を払ってください。

　 　●表面に傷がつかないように、表面を下側にして切断してください。

　 　　 また、バリ防止のため、ノコ刃の回転方向は図のようにしてくだ

　 　　 さい。

　 　●実にパッキンが入っているセンターサイディングは、パッキン材

　　　　の飛び出し防止のため、メス側（下実側）から切断します。

　 　●表面材に無理な力がかかることを防止するため、角を切り

　 　　 取る際は切断部分を正確に測って切断し、無理なはめ込み

　 　　 は避けてください。

　 　●付属部材端部は、ケガ防止のため板金加工を施してください。

芯材を取り除く
（10㎜程度）

センター
サイディング

＜切断部が露出する部位の例＞

センター

サイディング

＜ノコ刃の方向＞

ハケ

切り粉

＜切断時の切り粉＞

切断方向

丸ノコ回転方向 丸ノコ回転方向

切断方向
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　１－７　センターサイディング施工上の注意事項

１　センターサイディング標準施工法

   ３）センターサイディング施工時のシーリングについて

　 　●センターサイディングを横張りで施工する場合は、雨水の横走

　 　　 り防止のため、本体左右端部から３０㎜程度の嵌合部差し込み

　 　　 溝内部に捨てシーリングを施工します。

　 　●センターサイディングを縦張りで施工する場合は、下端部に水

　 　　 が滞留しないようにシーリングは施工しません。

　 　●受けなどの先付け付属部材は、指定の部位に捨てシーリング

　 　　 を施工します。この際、捨てシーリングが浸入した水の排出を

　 　　 妨げないように注意してください。

　 　●本体の芯材はシーリングと接着しません。シーリング工事の際は、表面の金属部を折り曲げ、シールポ

　　　　ケットを作ります。

　 ４）錆防止について

　 　●特に鉄骨造では、セルフドリリングビス留め付け時の切り粉による錆発生を防止するため、ビス留め後、

　 　　 切り粉を払ってください。

　 ５）センターサイディングの留め付けについて

　 　●本体２枚ごとに働き幅と水平を確認してください。

　 　●打ち抜きを防止するため、釘打ち機は使用しないでください。

　 　●糸目地タイプのセンターサイディング（Ｆ型、ＦＢ型、ＦＮ型）では、変形防止のため、強く押しつけながら差し

         込まないでください。

　 　●Ａ型を施工する場合には、下記の点に注意して施工してください。

　 　　 ①Ａ型を長手方向に切断すると、実形状および芯材の厚みにより、働き幅方向の厚みが変わります。

　 　　 ②このまま施工すると、張り始めと張り終わりで本体が傾いてしまいます。（下図〇部）

　 　　 ③②の状態では外観や付属部材との納まりが悪いため、面があうように調整材（合板などを小割にしたもの）

　 　　 　 を追加します。

　 　　 ④端部に付属部材を施工する場合には、付属部材（見切縁、受け材など）の厚みを考慮して調整材を選定

　 　　 　 してください。

　 　●ＮＳ型、ＳＴ型を縦張りする場合、柄と嵌合の特性上、見る方向によって目地部の目立ち方が異なります。

　 　　 張り始めの方向にご注意ください。

30程
度

シーリングを施工してから
差し込みます。

両端部シーリング
※センターサイディングを
　 施工しながら行います。

長手方向に切断する

段差になる

働き幅方向で左右の厚みが異なる

段差分傾く

調整材（木材など）

嵌合部が

目立ちやすい

嵌合部が

目立ちにくい

視線の位置 視線の位置

視線の方向

玄関など
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　１－７　センターサイディング施工上の注意事項

１　センターサイディング標準施工法

   ３）センターサイディング施工時のシーリングについて

　 　●センターサイディングを横張りで施工する場合は、雨水の横走

　 　　 り防止のため、本体左右端部から３０㎜程度の嵌合部差し込み

　 　　 溝内部に捨てシーリングを施工します。

　 　●センターサイディングを縦張りで施工する場合は、下端部に水

　 　　 が滞留しないようにシーリングは施工しません。

　 　●受けなどの先付け付属部材は、指定の部位に捨てシーリング

　 　　 を施工します。この際、捨てシーリングが浸入した水の排出を

　 　　 妨げないように注意してください。

　 　●本体の芯材はシーリングと接着しません。シーリング工事の際は、表面の金属部を折り曲げ、シールポ

　　　　ケットを作ります。

　 ４）錆防止について

　 　●特に鉄骨造では、セルフドリリングビス留め付け時の切り粉による錆発生を防止するため、ビス留め後、

　 　　 切り粉を払ってください。

　 ５）センターサイディングの留め付けについて

　 　●本体２枚ごとに働き幅と水平を確認してください。

　 　●打ち抜きを防止するため、釘打ち機は使用しないでください。

　 　●糸目地タイプのセンターサイディング（Ｆ型、ＦＢ型、ＦＮ型）では、変形防止のため、強く押しつけながら差し

         込まないでください。

　 　●Ａ型を施工する場合には、下記の点に注意して施工してください。

　 　　 ①Ａ型を長手方向に切断すると、実形状および芯材の厚みにより、働き幅方向の厚みが変わります。

　 　　 ②このまま施工すると、張り始めと張り終わりで本体が傾いてしまいます。（下図〇部）

　 　　 ③②の状態では外観や付属部材との納まりが悪いため、面があうように調整材（合板などを小割にしたもの）

　 　　 　 を追加します。

　 　　 ④端部に付属部材を施工する場合には、付属部材（見切縁、受け材など）の厚みを考慮して調整材を選定

　 　　 　 してください。

　 　●ＮＳ型、ＳＴ型を縦張りする場合、柄と嵌合の特性上、見る方向によって目地部の目立ち方が異なります。

　 　　 張り始めの方向にご注意ください。

30程
度

シーリングを施工してから
差し込みます。

両端部シーリング
※センターサイディングを
　 施工しながら行います。

長手方向に切断する

段差になる

働き幅方向で左右の厚みが異なる

段差分傾く

調整材（木材など）

嵌合部が

目立ちやすい

嵌合部が

目立ちにくい

視線の位置 視線の位置

視線の方向

玄関など

　１－７　センターサイディング施工上の注意事項

１　センターサイディング標準施工法

●横張り時、軒天部で最上段のセンターサイディングは軒天までの寸法にあわせて長手方向に切断し、

一旦見切縁などの奥（軒天側）まで差し込んでから、下段の本体に嵌合させます。

●縦張り時、張り始めと張り終わりで本体の倒れを防止するため、必要に応じて先付け付属部材と本体

裏面との間に調整材（合板などの小割りにして現地加工したもの）を入れます。

●縦張り時、張り始めと張り終わりは胴縁に表面から釘留めし、釘頭を補修塗料で補修してください。表面

留めの釘はＰ３５をご確認ください。

６)Ｍ型スマートフラットの施工上の注意事項

Ｍ型スマートフラットは表面が平滑な製品です。日光の当たり方や見る角度により、表面のゆがみ等が

目立つ場合があります。

また、下記事項をご確認いただき、十分に注意してお取り扱いください。

●本体の取り扱い時は、きれいな手袋を着用し汚れや傷がつかないようにしてください。

●本体の運搬時は、傷がつかないよう丁寧に取り扱ってください。切り欠いた本体を運搬する際は、本

体のゆがみや折れを防止するため合板や胴縁などで補強して運んでください。

●本体を施工する前に、胴縁の不陸が施工基準通りか確認し調整してください。不陸部分が目立つな

ど外観の見栄えに影響します。不陸の基準は下記の通りです。

・目通りずれ２㎜以内（木造下地・鉄骨下地）

・ジョイント部のずれ　１.５㎜以内（木造下地・鉄骨下地）

●事前に割り付けを行い施工してください。切り欠き加工の際は、切断部分を正確に測って切断し、無

理なはめ込みは避けてください。表面材に無理な力がかかるとゆがみの原因となります。

●本体の両側からの切り欠き加工は行わないでください。本体の強度が低下し変形するおそれがあり

ます。

●本体の留め付けは、必ず専用の釘・ビスを使用してください。また、過度な打ち込みや締め付けをし

たり、皿ビスなど施工に適さない形状のビスを使用すると、製品表面にゆがみや変形、波打ちが発

●本体表面から釘留め・ビス留めする部分は、先孔を開けてから本体表面に負荷のかからないように

留め付けてください。

生するおそれがあります。

●開口部周囲は廻り縁仕様で納めます。廻り縁仕様の詳細は、Ｐ６９～７４をご確認ください。

●補修の際は必要最小限の範囲で塗布してください。補修部分は目立つため、補修塗料を塗り広げ

ずに最小限の範囲で丁寧に塗布してください。大きな傷の場合は補修塗料による補修は行わず本

体の張り替えをお勧めします。

長手方向に切断し、実を切り取ると 本体が反ることがあります 上方から押さえつけながら釘留めします

●横張り時の軒天部など、センターサイディングを長手方向に切断すると本体が反る場合があります。施工

の際は、本体の上部から下部へと押さえつけながら、胴縁に表面から釘留めしてください。釘頭は補修塗

料で補修してください。

施工に適さないビスの形状 正しい留め付け方法 不適切な留め付け方法
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「安全はすべてに優先する」という言葉の通り、外壁材、屋根材の施工も安全を第一に考えた施工でなければ

なりません。施工にあたり災害発生を未然に防止し、安全でかつ快適な作業環境をつくるために、安全衛生

心得、安全衛生規則を守ってください。また、電気配線や、ガス、水道配管などの撤去や復元および移設など

の工事が必要な場合は必ず専門業者様に依頼してください。

１）安全衛生心得

　●安全第一に徹してください。

　●作業服は上下とも正しく着用してください。

　●作業場の整理整頓を行ってください。

　●作業者相互の安全確認を十分行ってください。

　●健康状態を十分確認してください。

　●電動工具や空気圧工具の安全確認を行ってください。

　１－８　センターサイディング施工時の安全配慮

１　センターサイディング標準施工法

２）作業に適した服装

　●安全ヘルメットは墜落時保護用を使用し、あご紐をしっかりと締めてください。

　　 また、氏名・血液型・緊急連絡先を明記してください。

　●滑りやすい履物を使用しないでください。

　●作業高さが６．７５mを超える場合は墜落制止用器具フルハーネス型をご使用ください。

2m以上は高所作業

親綱

ランヤード

氏 名

血液型

連絡先

○○太 郎

○ 型

○○市○○町○○

番地○○工務店

電話（     ）

正しい服装の例 安全ヘルメットの例

墜落時保護用

高所作業時の安全帯使用

ヘルメット

作業服

墜落制止用器具腰袋

作業ズボン

安全靴など

保護めがね

ゴム付き手袋

防塵マスク

胴ベルト型

安全靴など

ゴム付き手袋

ヘルメット

墜落制止用器具
フルハーネス型
（一本つり）

（一本つり）

注　2026年3月時点の情報です。工事の際は、労働安全衛生法に従って施工してください。

墜落制止用器具
胴ベルト型
（一本つり）

腰袋

作業ズボン

保護めがね

防塵マスク

作業服
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「安全はすべてに優先する」という言葉の通り、外壁材、屋根材の施工も安全を第一に考えた施工でなければ

なりません。施工にあたり災害発生を未然に防止し、安全でかつ快適な作業環境をつくるために、安全衛生

心得、安全衛生規則を守ってください。また、電気配線や、ガス、水道配管などの撤去や復元および移設など

の工事が必要な場合は必ず専門業者様に依頼してください。

１）安全衛生心得

　●安全第一に徹してください。

　●作業服は上下とも正しく着用してください。

　●作業場の整理整頓を行ってください。

　●作業者相互の安全確認を十分行ってください。

　●健康状態を十分確認してください。

　●電動工具や空気圧工具の安全確認を行ってください。

　１－８　センターサイディング施工時の安全配慮

１　センターサイディング標準施工法

２）作業に適した服装

　●安全ヘルメットは墜落時保護用を使用し、あご紐をしっかりと締めてください。

　　 また、氏名・血液型・緊急連絡先を明記してください。

　●滑りやすい履物を使用しないでください。

　●作業高さが６．７５mを超える場合は墜落制止用器具フルハーネス型をご使用ください。

2m以上は高所作業

親綱

ランヤード

氏 名

血液型

連絡先

○○太 郎

○ 型

○○市○○町○○

番地○○工務店

電話（     ）

正しい服装の例 安全ヘルメットの例

墜落時保護用

高所作業時の安全帯使用

ヘルメット

作業服

墜落制止用器具腰袋

作業ズボン

安全靴など

保護めがね

ゴム付き手袋

防塵マスク

胴ベルト型

安全靴など

ゴム付き手袋

ヘルメット

墜落制止用器具
フルハーネス型
（一本つり）

（一本つり）

注　2026年3月時点の情報です。工事の際は、労働安全衛生法に従って施工してください。

墜落制止用器具
胴ベルト型
（一本つり）

腰袋

作業ズボン

保護めがね

防塵マスク

作業服

　１－８　センターサイディング施工時の安全配慮

３）はしご・脚立での昇降安全作業基準

　●使用前に異常がないか確認してください。

　●転倒のおそれがない場所に固定してください。

　●２人で作業し、１人は支え役になってください。

　●立て掛ける角度は、７０～７５°とし、

　　 上部は支点より約１m伸ばしてください。

　●１階の屋根から２階の屋根へはしごを掛ける

　　 のは非常に危険なので、行わないでください。

　　 やむを得ない場合は棟をまたいで滑り止め

　　 のマットなどを敷き、その上にはしごを固定して

　　 支え役がしっかりと支えてください。

　●センターサイディング、センタールーフにはしご

　　 や脚立などを直接立て掛けないでください。

４）足場を使用する外壁工事の安全作業基準

　●事前に足場が規定どおりか、支持や固定が確実かを確認してください。

　●足場の支柱を伝って昇降しないでください。

　●足場での作業中は、安全帯の命綱を支柱などに固定してください。

　●足場の作業床でセンターサイディングを運搬・移動する場合は斜めかつぎをせず、作業床と水平になる

　　 ようにしてください。

　●脚立足場の作業床の支持は３点支持とし、各々の間隔は１８００㎜以下としてください。また、一支点間

　　 に同時に２人以上乗らないようにし、幅２００㎜以上、厚み３５㎜以上の足場板を用いてください。

　●高さ１００㎜以上の幅木を取り付けてください。

１　センターサイディング標準施工法

400以上

厚み35以上

支点上での重ね長さ
200以上

3点支持最短突き出し長さ

2枚以上並べた場合の隙間
30以下

75°

以上

1800以下

～75°

１人は支える

はずれはないか

約1m

70°

ゆるみ

30°

　

　

　

５）事故防止・衛生上の注意事項

　●高所作業中の落下物による事故防止のため、残材などを下に降ろす場合は慎重に行ってください。

　●電気配線やガス・水道配管などは、事前確認の上、損傷などに十分注意して施工してください。

　●切断作業時には保護めがねを着用してください。飛散した切り粉で目を傷つけるおそれがあります。

　　 工事関係者や見学者にも徹底してください。

　●必ず軍手などを着用してください。小口や切断面のバリで怪我をするおそれがあります。また、切断面の

　　 バリや尖った角はやすりなどで除去し丸味をつけてください。なお、回転工具使用時には軍手を着用しな

　　 いでください。

　●風の強い日はセンターサイディングを持っているとあおられて落下するおそれがあるため、施工しないで

　　 ください。

　●溶接・溶断などの火の粉が飛ぶところには製品を置かないでください。

　●センターサイディング表面材は導電性です。被覆の破れた電気配線が触れないよう注意してください。

　　 併せて、高圧送電線が近くにある場合、事前に電力会社へ相談するなど、安全対策を講じてください。

　●石綿含有成形板の改装・改修工事の際は関係法令に従ってください。

　●各種補修塗料は、表示ラベルや安全データシート（SDS※）に沿って取り扱ってください。

　※SDSの正式名：Safety Data Sheet（または安全データシート）

高さ100以上の幅木

以下

注　2026年3月時点の情報です。工事の際は、労働安全衛生法に従って施工してください。
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　１－９　センターサイディングの施工用工具例

株式会社マキタ

東　 京：０３－３８１６－１１４１

名古屋：０５２－４１９－０５６１

大　 阪：０６－６３５１－８７７１

福　 岡：０９２－５８８－１２００

フリーダイヤル：０１２０－１７１－１９７

問い合わせ先

施工用工具 仕様メーカー名

集じん（防塵）丸のこ

集じん機

株式会社マキタ

株式会社マキタ

 ＫＳ５０００ＦＸ（刃付）

 ＫＳ５０００FXSP（刃無）

 ＫＳ５１４ＤＲＧＸ（充電式）
 ＫＳ５１３ＤＲＧＸ

　（充電式ダストボックス仕様）

 ＫＳ００１ＧＲＤＸ（充電式）
 ＫＳ００２ＧＲＤＸ

　（充電式ダストボックス仕様）

刃物外径：１２５㎜

刃物内径：２０㎜

ＶＣ２５３０（ＡＣ機）
ＶＣ１５３０（ＡＣ機）
ＶＣ０８３０（ＡＣ機）

ＶＣ０８４０（ﾜｲﾔﾚｽﾕﾆｯﾄ式

連動集じん機）（ＡＣ機）

ＶＣ００２ＧＺ（充電式）

ＶＣ００４ＧＺ（充電式）

ＶＣ２５３０：集じん容量２５Ｌ

ＶＣ１５３０：集じん容量１５Ｌ

ＶＣ０８３０：集じん容量　８Ｌ

ＶＣ０８４０：集じん容量　８Ｌ

ＶＣ００２ＧＺ（充電式）　８Ｌ

ＶＣ００４ＧＺ（充電式）１５Ｌ

品番

施工用工具 仕様

チップソー

ＦＸ１００Ｂ

刃物外径：１２５㎜

刃物内径：２０㎜

刃物外径：１００㎜

刃物内径：２０㎜

品番

ＦＸ１２５Ｂ

!
注　　意

工具の詳細は工具メーカー様へお問い合わせください。

１８Ｖ

１８Ｖ

４０Ｖ

４０Ｖ

４０Ｖ

４０Ｖ

１　センターサイディング標準施工法

連動式コンセント付ドライ専用型
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　１－９　センターサイディングの施工用工具例

株式会社マキタ

東　 京：０３－３８１６－１１４１

名古屋：０５２－４１９－０５６１

大　 阪：０６－６３５１－８７７１

福　 岡：０９２－５８８－１２００

フリーダイヤル：０１２０－１７１－１９７

問い合わせ先

施工用工具 仕様メーカー名

集じん（防塵）丸のこ

集じん機

株式会社マキタ

株式会社マキタ

 ＫＳ５０００ＦＸ（刃付）

 ＫＳ５０００FXSP（刃無）

 ＫＳ５１４ＤＲＧＸ（充電式）
 ＫＳ５１３ＤＲＧＸ

　（充電式ダストボックス仕様）

 ＫＳ００１ＧＲＤＸ（充電式）
 ＫＳ００２ＧＲＤＸ

　（充電式ダストボックス仕様）

刃物外径：１２５㎜

刃物内径：２０㎜

ＶＣ２５３０（ＡＣ機）
ＶＣ１５３０（ＡＣ機）
ＶＣ０８３０（ＡＣ機）

ＶＣ０８４０（ﾜｲﾔﾚｽﾕﾆｯﾄ式

連動集じん機）（ＡＣ機）

ＶＣ００２ＧＺ（充電式）

ＶＣ００４ＧＺ（充電式）

ＶＣ２５３０：集じん容量２５Ｌ

ＶＣ１５３０：集じん容量１５Ｌ

ＶＣ０８３０：集じん容量　８Ｌ

ＶＣ０８４０：集じん容量　８Ｌ

ＶＣ００２ＧＺ（充電式）　８Ｌ

ＶＣ００４ＧＺ（充電式）１５Ｌ

品番

施工用工具 仕様

チップソー

ＦＸ１００Ｂ

刃物外径：１２５㎜

刃物内径：２０㎜

刃物外径：１００㎜

刃物内径：２０㎜

品番

ＦＸ１２５Ｂ

!
注　　意

工具の詳細は工具メーカー様へお問い合わせください。

１８Ｖ

１８Ｖ

４０Ｖ

４０Ｖ

４０Ｖ

４０Ｖ

１　センターサイディング標準施工法

連動式コンセント付ドライ専用型

　１－１０　標準施工手順

１　センターサイディング標準施工法

木　造 鉄　骨　下　地

金属胴縁仕様
直張り仕様

※倉庫などの非住宅物件のみ

木造構造躯体（柱・間柱）、サッシなどのチェック 鉄骨下地（Ｃ形鋼・角パイプ）、サッシなどのチェック

墨出し　通気土台水切の取り付け 墨出し　通気土台水切
の取り付け

墨出し　水切３４
の取り付け

防水テープ・防水紙張り 防水テープ・防水紙張り

金属胴縁の取り付け木胴縁の取り付け

図面と製品の確認・照合　　張り方（縦張り・横張り、張り分けの位置）　　基準墨出し

先付け付属部材の取り付け

本体の施工

後付け付属部材の取り付け

シーリング工事（開口部周囲など）

補修・点検　片付け・清掃

捨てシーリングの施工
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　１－１１　外壁通気構法

１）外壁通気構法の必要性

　外壁通気構法は、壁体内の湿気など水分をスムーズに屋外へ放出し、住宅の耐久性を向上させることが

　目的です。「単にセンターサイディングを張るための下地」という感覚で施工されますと、通気不良による

  不具合が起きる可能性が高まります。

　センターサイディングの表面には外気の影響を受けにくくするために各種塗装が施されています。裏面にも

　アルミラミネート加工が施されていますが一時的な防水機能しか持っていないので、内部結露や接合部など

　から浸入した雨水などが多量に発生した場合には、吸水による不具合が発生する可能性があります。

■外壁通気構法の目的

①内部結露の抑制

　 湿気、すなわち水蒸気は雨水のおよそ２５０万分の１という

　 小さな粒子です。そのため、室内の湿気は内装材を通って

　 壁の中に浸入します。壁が密閉状態の場合ですと湿気に

　 逃げ場がなく、壁体内で結露し、柱や断熱材などが吸水し

　 てしまいます。防水紙に透湿防水シートを使用して、外壁

　 通気構法にすることで、室内から浸入した湿気を結露する

　 前に通気層に通し、速やかに屋外に放出させ、内部結露を

　 抑制します。

②雨漏りの抑制

　 外壁通気構法とすることにより、通気層と外気との気圧を

　 同じに保ち、暴風雨時における雨水浸入を最小限に抑え

　 ます。また、雨水がセンターサイディング裏面に浸入しても、

　 雨水は通気層を通って屋外に排出され、建物の中への雨

　 漏りを抑制します。

③遮熱性の向上

　 直射日光があたると、外壁はかなりの熱をうけます。外壁

　 通気構法とした場合には、通気層内に上昇気流が発生す

　 るため、受けた熱の一部をこの上昇気流が屋外に放出して

　 くれます。このため、外壁通気構法は、日射などに対して放

　 熱や蓄熱防止の働きがあることが確認されています。
　

１　センターサイディング標準施工法

内装材

湿気

センター

透湿防水シート

屋外側 屋内側

屋外側 屋内側

センターサイディング
透湿防水シート

屋外側 屋内側

センターサイディング

透湿防水シート

熱

雨

外

壁

通

気

構

法

①内部結露の抑制

②雨漏りの抑制

③遮熱性の向上

建物の耐久性の向上

断熱性能の維持

センターサイディングの保護

日射の放熱や蓄熱防止に

よる快適性の確保

放熱や蓄熱防止の効果で快適さをもた

らし、また、冷房費の節約になります。

水を含むと性能が低下する断熱材に、

水蒸気を滞留させません。

結露抑制・雨漏り抑制で腐朽菌・シロ

アリ・錆から建物を守ります。

防湿シート

内装材

防湿シート

内装材

防湿シート

サイディング
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　１－１１　外壁通気構法

１）外壁通気構法の必要性

　外壁通気構法は、壁体内の湿気など水分をスムーズに屋外へ放出し、住宅の耐久性を向上させることが

　目的です。「単にセンターサイディングを張るための下地」という感覚で施工されますと、通気不良による

  不具合が起きる可能性が高まります。

　センターサイディングの表面には外気の影響を受けにくくするために各種塗装が施されています。裏面にも

　アルミラミネート加工が施されていますが一時的な防水機能しか持っていないので、内部結露や接合部など

　から浸入した雨水などが多量に発生した場合には、吸水による不具合が発生する可能性があります。

■外壁通気構法の目的

①内部結露の抑制

　 湿気、すなわち水蒸気は雨水のおよそ２５０万分の１という

　 小さな粒子です。そのため、室内の湿気は内装材を通って

　 壁の中に浸入します。壁が密閉状態の場合ですと湿気に

　 逃げ場がなく、壁体内で結露し、柱や断熱材などが吸水し

　 てしまいます。防水紙に透湿防水シートを使用して、外壁

　 通気構法にすることで、室内から浸入した湿気を結露する

　 前に通気層に通し、速やかに屋外に放出させ、内部結露を

　 抑制します。

②雨漏りの抑制

　 外壁通気構法とすることにより、通気層と外気との気圧を

　 同じに保ち、暴風雨時における雨水浸入を最小限に抑え

　 ます。また、雨水がセンターサイディング裏面に浸入しても、

　 雨水は通気層を通って屋外に排出され、建物の中への雨

　 漏りを抑制します。

③遮熱性の向上

　 直射日光があたると、外壁はかなりの熱をうけます。外壁

　 通気構法とした場合には、通気層内に上昇気流が発生す

　 るため、受けた熱の一部をこの上昇気流が屋外に放出して

　 くれます。このため、外壁通気構法は、日射などに対して放

　 熱や蓄熱防止の働きがあることが確認されています。
　

１　センターサイディング標準施工法

内装材

湿気

センター

透湿防水シート

屋外側 屋内側

屋外側 屋内側

センターサイディング
透湿防水シート

屋外側 屋内側

センターサイディング

透湿防水シート

熱

雨

外

壁

通

気

構

法

①内部結露の抑制

②雨漏りの抑制

③遮熱性の向上

建物の耐久性の向上

断熱性能の維持

センターサイディングの保護

日射の放熱や蓄熱防止に

よる快適性の確保

放熱や蓄熱防止の効果で快適さをもた

らし、また、冷房費の節約になります。

水を含むと性能が低下する断熱材に、

水蒸気を滞留させません。

結露抑制・雨漏り抑制で腐朽菌・シロ

アリ・錆から建物を守ります。

防湿シート

内装材

防湿シート

内装材

防湿シート

サイディング

　１－１１　外壁通気構法

２）通気構法の注意点

１　センターサイディング標準施工法

通気土台水切

吸気

内装材

防湿シート通気層

センター
サイディング

センター
サイディング

排気

透湿防水シート

防湿シート

内装材

断熱材

吸気

排気軒裏換気 棟換気

土台

壁体内

軒天

通気土台水切

土台

棟

壁体内

吸気口

通気層

排気口

吸気口

通気層

排気口

透湿防水シート

通気層

通気構法としては不適切

排気ができず

軒裏換気口がない

棟換気口がない

開口部まわり○ ×

×

○○

断熱材

排気

胴縁

通気層

開口部まわりに通気のための隙間がある 開口部まわりがふさがれ通気のための隙間がない

空気の流れ

胴縁

通気層

空気の流れ

壁体内の空気が効果的に流れる構造 壁体内の空気が流れない構造

壁体内の空気が流れない構造

壁体内の空気が効果的に流れる構造

3
0

3
0
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　１－１１　外壁通気構法

３）通気層の確保と胴縁の種類・厚み

１　センターサイディング標準施工法

　外壁通気構法における通気層の厚みは、１２㎜以上必要です

　●通気層は７㎜あれば空気は流れますが、梅雨期などにおける壁体内の

　　  結露水が多い場合に排出しきれないおそれがあり、１２㎜以上の厚みが

　　　必要です。
　

センターサイディングを留め付ける胴縁の厚みは、１５㎜以上必要です

　●センターサイディングは釘・ビスで胴縁に留め付けます。胴縁の保持力の

　　 確保から、胴縁の厚みを１５㎜以上確保した木材を選定しご使用ください。

　※樹種・胴縁の厚みについては、「１－１４　胴縁下地組み」をご参照ください。
　

　１－１２　雨漏りが発生しやすい部位

下記に示す部分は雨漏りが発生しやすい部位です。

センターサイディングは一次防水の役割を持っていますが、強風時などは接合部などからセンター

サイディング裏面に雨水が浸入します。施工の際には必ず防水紙張りの段階から施工納まりに

万全を期してください。下記のような詳細部分においても、防水紙と防水テープおよびセン
ターサイディングによる二重防水の施工方法で施工することが非常に重要です。また、壁止まり部

など通気層内に施工する水平部材との取り合い部で通気層内に雨水が滞留するおそれがある

箇所は、雨水が適切に排出される施工を行ってください。

１．矢切換気ガラリの周囲

２．外壁出隅と下屋根流れ側の

　　取り合い部分

３．下屋根流れ側と壁の取り合い

　　部分

４．壁止まり部

５．縦樋つかみ金物埋め込み部分

　６．ベランダ取り付け部分

　７．ベランダ出入口サッシ下端

　８．ベランダ手摺取り付け部分

　９．壁と軒の取り合い部

１０．外壁の入隅部分

１１．外壁の出隅部分

１２．開口部上枠周辺部分

１３．開口部下側の端部

１４．戸袋取り付け部分

１５．壁の下部と基礎の取り合い部分

１６．サッシ下端部分

１７．ベランダ笠木下端部分

１８．ＦＲＰ防水との取り合い部分

注　　意

通気層

胴縁

センター

防水紙
躯体

サイディング
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　１－１１　外壁通気構法

３）通気層の確保と胴縁の種類・厚み

１　センターサイディング標準施工法

　外壁通気構法における通気層の厚みは、１２㎜以上必要です

　●通気層は７㎜あれば空気は流れますが、梅雨期などにおける壁体内の

　　  結露水が多い場合に排出しきれないおそれがあり、１２㎜以上の厚みが

　　　必要です。
　

センターサイディングを留め付ける胴縁の厚みは、１５㎜以上必要です

　●センターサイディングは釘・ビスで胴縁に留め付けます。胴縁の保持力の

　　 確保から、胴縁の厚みを１５㎜以上確保した木材を選定しご使用ください。

　※樹種・胴縁の厚みについては、「１－１４　胴縁下地組み」をご参照ください。
　

　１－１２　雨漏りが発生しやすい部位

下記に示す部分は雨漏りが発生しやすい部位です。

センターサイディングは一次防水の役割を持っていますが、強風時などは接合部などからセンター

サイディング裏面に雨水が浸入します。施工の際には必ず防水紙張りの段階から施工納まりに

万全を期してください。下記のような詳細部分においても、防水紙と防水テープおよびセン
ターサイディングによる二重防水の施工方法で施工することが非常に重要です。また、壁止まり部

など通気層内に施工する水平部材との取り合い部で通気層内に雨水が滞留するおそれがある

箇所は、雨水が適切に排出される施工を行ってください。

１．矢切換気ガラリの周囲

２．外壁出隅と下屋根流れ側の

　　取り合い部分

３．下屋根流れ側と壁の取り合い

　　部分

４．壁止まり部

５．縦樋つかみ金物埋め込み部分

　６．ベランダ取り付け部分

　７．ベランダ出入口サッシ下端

　８．ベランダ手摺取り付け部分

　９．壁と軒の取り合い部

１０．外壁の入隅部分

１１．外壁の出隅部分

１２．開口部上枠周辺部分

１３．開口部下側の端部

１４．戸袋取り付け部分

１５．壁の下部と基礎の取り合い部分

１６．サッシ下端部分

１７．ベランダ笠木下端部分

１８．ＦＲＰ防水との取り合い部分

注　　意

通気層

胴縁

センター

防水紙
躯体

サイディング

　１－１３　防水紙張り

１　センターサイディング標準施工法

防水紙の張り方を誤ると、雨漏りのおそれがあります。
注　　意

防水紙を張り終えた後は、すみやかにセンターサイディングを施工してください。

１）施工時の注意点

　●防水紙は横張りを原則とし、下から上へと張り上げます。

　●通気層をふさがないように、たるみや剥がれがないようにしてください。

　●防水紙を下地に留め付ける際は、ステープルや両面防水テープまたは透湿防水シート用スプレーのりを

　　 使用します。

　●防水紙を張る前あるいは張った後に雨などで濡れた場合は、十分に乾いてから施工を始めてください。
　

２）一般部の防水紙の張り方

　●上下の重ね代は９０㎜以上です。

　　 左右の重ね代は、耐力面材がない場合は、柱（間柱）と柱（間柱）の間隔（左右

　　 の重なり部は必ず柱・間柱があるところに留める。）とし、耐力面材がある場合

　　 は１５０㎜以上です。

　●ステープルで留め付ける場合は、縦＠３００㎜以下、横は柱・間柱やスタッドの

　　 間隔ごとに留め付けます。

　●透湿防水シート用スプレーのりで留め付ける場合は、缶を２０㎝程度離して下

　　 地へ線状にスプレーし、６０秒以内に貼り合わせて十分に圧着します。

重ね代
90以上

防水紙の損傷箇所

片面防水テープ

縦胴縁

150以上

防水紙の

150以上

防水紙

9
0
以

上

通気土台水切

柱・間柱間柱・間柱間

柱の幅程度 柱の幅程度

柱・間柱間

9
0
以

上

　　　　　　　　　　　防水紙
（モエン透湿防水シート）

ステープル

ステープル

耐力面材がない場合 誤った留め付け方

×
ステープル

耐力面材がある場合

３）出隅・入隅部の防水紙の張り方

　●出隅・入隅などの隅角部は、特に隙間、破れなどの防水上の欠陥を

　 　生じさせないようにしてください。　

　●耐力面材がない場合：入隅部では両隣の柱（間柱）があるところに

　　 留め付け、出隅部では両方向とも柱幅程度重ねて留め付けます。

　●耐力面材がある場合：出隅・入隅部とも両方向柱幅程度重ねて

　　 留め付けます。

　※出隅部では耐力面材の有無にかかわらず通しで張ってもかまい

　　 ません。　

４）防水紙の補修方法

　●防水紙が破れた場合は、張り直すかまたは補修をして

　　 ください。

　●胴縁が取り付けられている場合（左図）、損傷箇所に片

　　 面防水テープを貼って補修します。

　●胴縁取り付け前の場合（右図）、損傷部分に防水紙をあ

　　 てがい、上部を上段の防水紙の重ね目に挿入し、下地

　　 に留め付けます。

損傷箇所

左右の重ね代不足

注　　意

9
0
以

上
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　１－１３　防水紙張り

１　センターサイディング標準施工法

②

① 両面防水テープ

③

②

縦胴縁

防水紙
断熱材

（ウール状断熱材）

通気阻害が

生じやすい

軒天材

防水紙

縦胴縁

防水紙

縦胴縁
軒天材

通気土台水切 

縦胴縁

防水紙
両面テープ

サッシ縦枠と横枠のジョイント部は段差があり防水テープ・

防水紙の隙間ができやすい箇所です。防水パッキンはあり

ますが、一部分しかありません。隙間ができないよう特に

注意して施工してください。

注　　意

防水パッキン

隙間

両面防水テープ

サッシ

2
0
程

度

５）充填型断熱工法の場合の注意点

　●軸組でできる壁厚の間に断熱材（ウール状断熱材）を

　 　充填する断熱工法の外壁面に防水紙を張った場合、断

　　 熱材の長期にわたる断熱材復元圧力によって図のよう

　　 に防水紙が外部側にふくらんでしまう現象がおこり、通

　　 気空間を狭めて外壁通気構法の効果を低減させてしま

　 　うおそれがあります。充填型断熱工法の場合には防水

　　 紙のふくらみを押さえるなど、通気空間を確実に確保

　　 する措置をとってください。

６）土台部の防水紙の張り方

　●防水紙は、通気土台水切に十分かぶせて施工します。

　●風による防水紙のバタツキ（音鳴り）を防止する処置とし

　　 て通気土台水切の両面テープの剥離紙を剥がし、防水紙

　　 を貼り付けます。（水切立ち上がり下端から２０㎜程度の

　　 位置まで）

  　 アルミ通気土台水切やベランダ部の水切、下屋根の雨押

　　 え板金などにも両面防水テープを用い、同様の処置を

　　 行います。なお、横胴縁などで防水紙を押さえて留め

　　 付ける場合は、両面防水テープは不要です。

７）開口部まわりの両面防水テープの貼り方と手順

　●開口部まわりの両面防水テープは、右図の

　　 順番に従い貼り付けます。

　●両面防水テープの剥離紙は防水紙を張る

　　 直前に剥がし、隙間ができないよう圧着

　　 します。

　●先張りシートがある場合は、その下に防水

　　 紙を十分に差し込んでから留め付けます。

　　 その際に、サッシフィンと先張りシートの

　　 上に片面防水テープを貼る必要はありません。

　※透湿防水シート用スプレーのりで防水紙を

　　 施工する場合も、開口部など防水処理が必要な

　　 箇所には両面防水テープを使用してください。

８）軒天部の防水紙の張り方

　●防水紙は軒天材の位置より上まで張り上げ、

　　 ステープルや両面防水テープなどで留め付

　　 けます。

　●軒天先施工の場合は、軒天材まで張り上げ、

　　 ステープルや両面防水テープなどで留め付

　　 けます。

　※軒天からの雨水の浸入が懸念される場合は、

　　 防水テープで防水紙と軒天材を接着します。
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　１－１３　防水紙張り

１　センターサイディング標準施工法

②

① 両面防水テープ

③

②

縦胴縁

防水紙
断熱材

（ウール状断熱材）

通気阻害が

生じやすい

軒天材

防水紙

縦胴縁

防水紙

縦胴縁
軒天材

通気土台水切 

縦胴縁

防水紙
両面テープ

サッシ縦枠と横枠のジョイント部は段差があり防水テープ・

防水紙の隙間ができやすい箇所です。防水パッキンはあり

ますが、一部分しかありません。隙間ができないよう特に

注意して施工してください。

注　　意

防水パッキン

隙間

両面防水テープ

サッシ

2
0
程

度

５）充填型断熱工法の場合の注意点

　●軸組でできる壁厚の間に断熱材（ウール状断熱材）を

　 　充填する断熱工法の外壁面に防水紙を張った場合、断

　　 熱材の長期にわたる断熱材復元圧力によって図のよう

　　 に防水紙が外部側にふくらんでしまう現象がおこり、通

　　 気空間を狭めて外壁通気構法の効果を低減させてしま

　 　うおそれがあります。充填型断熱工法の場合には防水

　　 紙のふくらみを押さえるなど、通気空間を確実に確保

　　 する措置をとってください。

６）土台部の防水紙の張り方

　●防水紙は、通気土台水切に十分かぶせて施工します。

　●風による防水紙のバタツキ（音鳴り）を防止する処置とし

　　 て通気土台水切の両面テープの剥離紙を剥がし、防水紙

　　 を貼り付けます。（水切立ち上がり下端から２０㎜程度の

　　 位置まで）

  　 アルミ通気土台水切やベランダ部の水切、下屋根の雨押

　　 え板金などにも両面防水テープを用い、同様の処置を

　　 行います。なお、横胴縁などで防水紙を押さえて留め

　　 付ける場合は、両面防水テープは不要です。

７）開口部まわりの両面防水テープの貼り方と手順

　●開口部まわりの両面防水テープは、右図の

　　 順番に従い貼り付けます。

　●両面防水テープの剥離紙は防水紙を張る

　　 直前に剥がし、隙間ができないよう圧着

　　 します。

　●先張りシートがある場合は、その下に防水

　　 紙を十分に差し込んでから留め付けます。

　　 その際に、サッシフィンと先張りシートの

　　 上に片面防水テープを貼る必要はありません。

　※透湿防水シート用スプレーのりで防水紙を

　　 施工する場合も、開口部など防水処理が必要な

　　 箇所には両面防水テープを使用してください。

８）軒天部の防水紙の張り方

　●防水紙は軒天材の位置より上まで張り上げ、

　　 ステープルや両面防水テープなどで留め付

　　 けます。

　●軒天先施工の場合は、軒天材まで張り上げ、

　　 ステープルや両面防水テープなどで留め付

　　 けます。

　※軒天からの雨水の浸入が懸念される場合は、

　　 防水テープで防水紙と軒天材を接着します。
　

　１－１３　防水紙張り

１　センターサイディング標準施工法

９）バルコニー笠木部の防水紙の張り方

　「防水テープ（両面防水・片面防水・片面防水ストレッチタイプ）」または「スポットガード」を使用し施工します。

　①防水テープ（両面防水・片面防水・片面防水ストレッチタイプ）を使用する場合

　●バルコニーの笠木部には、防水性を高めるため、天端部は防水紙を重ねます。（鞍掛けまたは左右重ね）

　　 また、重ね合わせは、１５０㎜以上にします。

　●防水紙が張り上がった後、ビス孔などから漏水を防ぐため笠木ファスナーが取り付けられる位置に防水

 　　管理者に確認してください。）

　●バルコニー隅部は、躯体と防水紙を両面防水テープで圧着した後、側面部には片面防水テープを貼り、

　　 天端部には片面防水テープストレッチタイプを貼り付けます。

防水紙は、ピンホールが

できないように切断せず

折り曲げて納めます。

窓枠

鞍掛けまたは

左右から重ね

片面防水テープ

ストレッチタイプ

施工箇所

防水紙

隅部に両面防水テープ

を貼ってから防水紙を

施工します。

防水紙を施工後、隅部側

面側に片面防水テープを

貼り付けます。

バルコニー天端と壁面との

取り合い部には片面防水

テープストレッチタイプを

使用し、防水処理します。

両面防水テープ

防水紙
片面防水テープ

防水テープ

片面防水テープ
ストレッチタイプ

折り曲げる

剥離紙

接着面

テープ表面

バルコニー

天端

テープ表面

バルコニー

天端

接着面

テープ表面

バルコニー

天端

●テープを必要長さに
　切り取り、剥離紙が
　外側になるよう幅方
　向に２つ折りしてくだ
　さい。その後、片側
　の剥離紙を取り除き
　ます。
　※カッターナイフでテープを切断

   　する場合は、自背面（剥離紙

　 　面と反対面）を上にして切断し

　 　ます。

　※バルコニー隅部は７５㎜幅を

　　 推奨します。

●右図のように入隅部
　にテープを密着させ
　て貼り付けます。
　※テープは伸ばしたりせず、無理

　　 なく貼り付けます。

●残りの剥離紙を取り
　除き、テープ中央部
　を押し広げながら壁
　面に貼り付けます。

●コーナー部を指で押
　さえ、壁側面へシワ　
　が入らないように、
　押し広げながら貼り
　付けます。
　※テープはテープ長さ方向ととも

　　 に幅方向にも広げます。

■片面防水テープストレッチタイプの貼り方

防水紙防水紙

●防水性を高めるため、天端部は防水紙　

　 を重ねます。

●バルコニー天端面は、釘・タッカーなど

　 を使用しないでください。

1
5
0
以

上

1
5
0
以

上

＜鞍掛け＞ ＜左右重ね＞

手順① 手順② 手順③ 手順④

漏水を防ぐため、防水テープ部に釘、タッカーなどを留め付けないようご注意ください。
注　　意

防水テープ 防水テープ

笠木と外壁の取り合い部（壁止まり部）では通気層内に浸入した雨水が

滞留しないよう適切に施工してください。

注　　意

防水紙

防水紙

1
5
0
以

上

1
5
0
以

上

 　　テープを増し貼りします。（笠木ファスナーの取付位置は、事前に笠木取り付け工事業者様または現場
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　１－１３　防水紙張り

１　センターサイディング標準施工法

９）バルコニー笠木部の防水紙の張り方

　②スポットガードを使用する場合

　■製品仕様

　 スポットガード　バルコニー端部用

　 スポットガード　バルコニー出入隅用

　■スポットガード　バルコニー端部用・出入隅用の使用部位

　●スポットガードバルコニー用は、端部用と出入隅用を部位ごとに使い分けます。

開口下部

【スポットガード　バルコニー端部用】

笠木、外壁接合部

【スポットガード　バルコニー端部用】
笠木出入隅部

【スポットガード　バルコニー出入隅用】

　■バルコニー部の施工

　●防水紙の施工後、スポットガードを取り付けます。

　●バルコニーの笠木部には、防水性能を高めるため

　 　 天端部は防水紙を鞍掛けまたは左右から重ねます。

　●バルコニー笠木天端面は、釘・タッカーなどを使用

　 　 しないでください。

150以上

鞍掛けまたは
左右からの重ね

　■スポットガード　出入隅用の施工手順

　手順①

  ●スポットガード出入隅用を角部にかぶせます。

スポットガード

バルコニー出入隅用

片面防水テープ

20程度
防水紙

スポットガード

バルコニー出入隅用

防水紙

バルコニー

笠木天端

手順②

●幅５０㎜以上の片面防水テープでスポット ガード

   バルコニー出入隅用の両端部を固定 します。

商品名 品番 サイズ（Ｗ×Ｈ×Ｄ） 対応笠木幅（Ａ） 材質

ポリエチレン

端部用105

単位：㎜

310×200×100

端部用120 325×200×100H

H

W

WW

A

A

D
端部用2×4 314×200×100

FSK3105

FSK3120

FSK3240

108

123

112

108

123

112

FSK4105

FSK4120

FSK4240

商品名 品番 サイズ（Ｗ×Ｈ） 対応笠木幅（Ａ） 材質

ポリエチレン

出入隅用105

単位：㎜

210×100

出入隅用120

出入隅用2×4

225×100

214×100
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　１－１３　防水紙張り

１　センターサイディング標準施工法

９）バルコニー笠木部の防水紙の張り方

　②スポットガードを使用する場合

　■製品仕様

　 スポットガード　バルコニー端部用

　 スポットガード　バルコニー出入隅用

　■スポットガード　バルコニー端部用・出入隅用の使用部位

　●スポットガードバルコニー用は、端部用と出入隅用を部位ごとに使い分けます。

開口下部

【スポットガード　バルコニー端部用】

笠木、外壁接合部

【スポットガード　バルコニー端部用】
笠木出入隅部

【スポットガード　バルコニー出入隅用】

　■バルコニー部の施工

　●防水紙の施工後、スポットガードを取り付けます。

　●バルコニーの笠木部には、防水性能を高めるため

　 　 天端部は防水紙を鞍掛けまたは左右から重ねます。

　●バルコニー笠木天端面は、釘・タッカーなどを使用

　 　 しないでください。

150以上

鞍掛けまたは
左右からの重ね

　■スポットガード　出入隅用の施工手順

　手順①

  ●スポットガード出入隅用を角部にかぶせます。

スポットガード

バルコニー出入隅用

片面防水テープ

20程度
防水紙

スポットガード

バルコニー出入隅用

防水紙

バルコニー

笠木天端

手順②

●幅５０㎜以上の片面防水テープでスポット ガード

   バルコニー出入隅用の両端部を固定 します。

商品名 品番 サイズ（Ｗ×Ｈ×Ｄ） 対応笠木幅（Ａ） 材質

ポリエチレン

端部用105

単位：㎜

310×200×100

端部用120 325×200×100H

H

W

WW

A

A

D
端部用2×4 314×200×100

FSK3105

FSK3120

FSK3240

108

123

112

108

123

112

FSK4105

FSK4120

FSK4240

商品名 品番 サイズ（Ｗ×Ｈ） 対応笠木幅（Ａ） 材質

ポリエチレン

出入隅用105

単位：㎜

210×100

出入隅用120

出入隅用2×4

225×100

214×100

　１－１３　防水紙張り

１　センターサイディング標準施工法

■スポットガード　バルコニー端部用の施工手順

手順①

●スポットガードバルコニー端部用を下図のように取り付けます。

防水紙 バルコニー
笠木天端

スポットガード
バルコニー端部用

柱

防水紙

バルコニー
笠木天端

スポットガード
バルコニー端部用

折り曲げる

バルコニー
笠木天端

防水紙

手順③

●両面防水テープの剥離紙を剥がし、スポットガード

　 バルコニー端部用を覆うように防水紙を施工します。

重ね代
90以上

スポットガード
バルコニー端部用

　 ＜バルコニーと外壁が同面でつながっている場合＞

　 スポットガードバルコニー端部用を溝に沿って折り曲げてから、

　 かぶせてください。

バルコニー
笠木天端

スポットガード
バルコニー端部用

両面防水テープ

片面防水テープ

手順②

●幅５０㎜以上の防水テープでスポットガードバルコニー

　 端部用を固定します。

●バルコニー笠木天端側は片面防水テープ、外壁側

　 は両面防水テープを使用します。

●外壁面に構造用合板などの面材がある場合は、面

　 材に対して両面防水テープで固定し、面材がない場

　 合は、防水紙をスポットガード上側まで張り、防水紙

　 に対して両面防水テープで固定します。

●外壁面の両面防水テープは横、上の順番で施工し、

　 縦貼りするテープの上端がはみ出ないように注意

　 してください。

20程度

はみ出さない

×

【合板などの面材がない場合】

柱

防水紙

防水紙

スポットガード上部まで

防水紙を張る

両面防水テープ

① ①

②

留付釘

ブチルゴム製
片面防水テープ

スポットガード
バルコニー端部用

施工上の注意事項
注　　意

両面防水テープ

●タッカーや釘などで留め付けないでください。

●防水テープの施工は隙間ができないように、しっかり

　 と圧着してください。

●センターサイディング施工時、留付釘、留付ビスで

　 スポットガードを貫通しないようにしてください。

　 やむを得ず貫通する場合は、当該箇所にブチルゴム

　 製の片面防水テープを施工してください。

センター
サイディング
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　１－１３　防水紙張り

１　センターサイディング標準施工法

９）バルコニー笠木部の防水紙の張り方

　③スポットルートを使用する場合

　 壁止まり部の防水措置として、１次防水（センターサイディング）と２次防水（防水紙）の間に浸入した雨水を

　 拡散・滞留させることなく排出する「スポットルート」の使用をお勧めします。

　■製品仕様

　■施工手順

　手順①　入隅５０の取り付け

　●入隅５０を施工する前に外壁と手すり壁の取り合いが、

　　  防水紙と防水テープまたはスポットガートで十分に防水

　　  されていることを確認してください。

　●入隅５０を取り付けます。

　手順②　スポットルートの取り付け
　　
　　

　A-A断面図 　B-B断面図品名 品番

スポットルート

FTN1000手すり壁

根巻き部材

入隅５０の取り付け

　●スポットルートの取り付け部分に合板やスペーサーなど

　　 の調整材を施工します。

　●両面防水テープを用いて防水層に孔をあけないように

　　 注意しながら、スポットルートを外壁側と手すり側に取り

　　 付けます。

　手順③　外壁側センターサイディングの施工

　●スポットルートの止水材を５㎜に圧縮するようにセンター

　　 サイディングを施工します。

　　

注　　意

スポットルートの止水材は５㎜に圧縮することで

水密機能を発揮します。

以下の２点をご確認ください。

●センターサイディング裏面とスポットルートの隙間

　 が５㎜程度になっていることを確認してください。

●センターサイディング小口とスポットルートの隙間

　 が３～５㎜になっていることを確認してください。

入隅５０

調整材とスポットルートの取り付け

入隅５０

両面防水テープ（裏側）

外壁側センターサイディングの施工

センターサイディング

スポットルート

入隅５０

調整材
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　１－１３　防水紙張り

１　センターサイディング標準施工法

９）バルコニー笠木部の防水紙の張り方

　③スポットルートを使用する場合

　 壁止まり部の防水措置として、１次防水（センターサイディング）と２次防水（防水紙）の間に浸入した雨水を

　 拡散・滞留させることなく排出する「スポットルート」の使用をお勧めします。

　■製品仕様

　■施工手順

　手順①　入隅５０の取り付け

　●入隅５０を施工する前に外壁と手すり壁の取り合いが、

　　  防水紙と防水テープまたはスポットガートで十分に防水

　　  されていることを確認してください。

　●入隅５０を取り付けます。

　手順②　スポットルートの取り付け
　　
　　

　A-A断面図 　B-B断面図品名 品番

スポットルート

FTN1000手すり壁

根巻き部材

入隅５０の取り付け

　●スポットルートの取り付け部分に合板やスペーサーなど

　　 の調整材を施工します。

　●両面防水テープを用いて防水層に孔をあけないように

　　 注意しながら、スポットルートを外壁側と手すり側に取り

　　 付けます。

　手順③　外壁側センターサイディングの施工

　●スポットルートの止水材を５㎜に圧縮するようにセンター

　　 サイディングを施工します。

　　

注　　意

スポットルートの止水材は５㎜に圧縮することで

水密機能を発揮します。

以下の２点をご確認ください。

●センターサイディング裏面とスポットルートの隙間

　 が５㎜程度になっていることを確認してください。

●センターサイディング小口とスポットルートの隙間

　 が３～５㎜になっていることを確認してください。

入隅５０

調整材とスポットルートの取り付け

入隅５０

両面防水テープ（裏側）

外壁側センターサイディングの施工

センターサイディング

スポットルート

入隅５０

調整材

　１－１３　防水紙張り

１　センターサイディング標準施工法

　 手順④　手すり壁側センターサイディングの施工

　 ●笠木の納まりに合わせてセンターサイディングを

　 　 施工します。

手すり側センターサイディングの施工

センターサイディング

スポットルート

センターサイディング

笠木の取り付け

センターサイディング

笠木

専用シーリング

見切縁

見切縁

　 １０）換気口まわりの防水紙の張り方

　 　「防水テープ（片面ストレッチタイプ）」または「スポットガード」を使用し施工します。

　 　①防水テープ（片面ストレッチタイプ）を使用する場合

剥離紙

防水テープ表面

接着面

パイプ
パイプ パイプ防水テープ表面

剥離紙

接着面

防水テープ表面

接着面

折り曲げる

ジョイント部

　 　●折り返した防水テープの

　 　　 ジョイント部を残し、パイプ

　 　　 面へ貼り付けます。
　 　※パイプ入隅にテープが密着するように

　 　　 接着してください。

●もう一方の剥離紙を取り除き、

　 シワが入らないように壁面へ

　 貼り付けます。
※テープを伸ばす際は、幅方向とともに長さ

　 方向にも追従させてください。

●防水テープのジョイント部を

　 しっかり圧着し、水密性を確保

　 してください。
※貼り終わりが上側のテープ勝ちとなるように

　 し、かつ４～８時の位置で終わるようにして

　 ください。

　 　手順①

　 　●防水紙はパイプに干渉しないようパイプ周辺を切り取ってから施工します。

　 　●防水テープを必要長さ（パイプ周長＋５０㎜程度）に切り取り、剥離紙が外側になるよう幅方向に折り曲げ

　 　　 ます。その後、片側の剥離紙（幅狭の剥離紙）を取り除いてください。
　 　※カッターナイフで防水テープを切断する場合は、自背面（剥離紙面と反対面）を上にしてください。

　 　※パイプまわりは４５㎜幅の片面防水テープ（ストレッチタイプ）が適当です。

　

防水紙

パイプ

パイプ受け
柱

　 　手順② 手順③ 手順④

　 手順⑤　笠木の取り付け

　 ●外壁側センターサイディングと笠木の取り合いに

　 　 専用シーリングを施工します。
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　１－１３　防水紙張り

１　センターサイディング標準施工法

②スポットガードを使用する場合

■製品仕様

　 スポットガード　配管用

商品名

サイズ

品番 FSK2100 FSK2150

適応配管呼び径

配管用１００

φ100㎜

配管用１５０

φ150㎜

φ74

205
255

2
5
5

2
0
5 φ123

●スポットガード配管用に表裏はありません。

●配管との間に隙間が発生するおそれや、

　 製品の裂けなどが発生するおそれがある

　 ため、適応呼び径以外の配管には使用し

　 ないでください。

■施工手順（片面防水テープを使用する場合）

柱

パイプ

防水紙

手順①

●防水紙はパイプに干渉しないよう、 パイプ周辺を

　 切り取ってから施工します。

柱

パイプ

防水紙

手順②

●スポットガード配管用本体の中心部を指で広げながら、

　 適応サイズのパイプに奥まではめ込みます。

スポットガード

配管用

柱

防水紙

指で広げ

ながら

はめ込む

手順③

●パイプの奥まではめ込まれていることを確認後、

　 スポットガードの周囲を片面防水テープで下図の

   順序に従い、貼り付けます。
　

①

②

①

縦貼りする防水テープの

上端がはみ出さないよう

に注意してください。

製品下側は防水テープを

施工しないでください。

片面防水テープ

スポットガード配管用

配管部防水紙の切り込みがスポットガード本体から

はみ出る場合は防水テープで補修してください。

パイプ外周部に突起部がないか確認してください。

突起がある場合は取り除いてからスポットガード

配管用を施工してください。

注　　意

注　　意

注　　意

注　　意

材質 ポリエチレン＋（中央部）特殊ゴム

配管外形寸法 φ106～116㎜ φ152～166㎜
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　１－１３　防水紙張り

１　センターサイディング標準施工法

②スポットガードを使用する場合

■製品仕様

　 スポットガード　配管用

商品名

サイズ

品番 FSK2100 FSK2150

適応配管呼び径

配管用１００

φ100㎜

配管用１５０

φ150㎜

φ74

205
255

2
5
5

2
0
5 φ123

●スポットガード配管用に表裏はありません。

●配管との間に隙間が発生するおそれや、

　 製品の裂けなどが発生するおそれがある

　 ため、適応呼び径以外の配管には使用し

　 ないでください。

■施工手順（片面防水テープを使用する場合）

柱

パイプ

防水紙

手順①

●防水紙はパイプに干渉しないよう、 パイプ周辺を

　 切り取ってから施工します。

柱

パイプ

防水紙

手順②

●スポットガード配管用本体の中心部を指で広げながら、

　 適応サイズのパイプに奥まではめ込みます。

スポットガード

配管用

柱

防水紙

指で広げ

ながら

はめ込む

手順③

●パイプの奥まではめ込まれていることを確認後、

　 スポットガードの周囲を片面防水テープで下図の

   順序に従い、貼り付けます。
　

①

②

①

縦貼りする防水テープの

上端がはみ出さないよう

に注意してください。

製品下側は防水テープを

施工しないでください。

片面防水テープ

スポットガード配管用

配管部防水紙の切り込みがスポットガード本体から

はみ出る場合は防水テープで補修してください。

パイプ外周部に突起部がないか確認してください。

突起がある場合は取り除いてからスポットガード

配管用を施工してください。

注　　意

注　　意

注　　意

注　　意

材質 ポリエチレン＋（中央部）特殊ゴム

配管外形寸法 φ106～116㎜ φ152～166㎜

　１－１３　防水紙張り

１　センターサイディング標準施工法

■施工手順（両面防水テープを使用する場合）

手順①

●スポットガード配管用の片側面に幅５０㎜以上

　 の両面防水テープを左図のように３方向に貼り

　 付けます。

両面防水テープ
（防水紙側になる面の
 ３方向に貼り付け）

製品下側は
防水テープを貼らないでください。

柱

パイプ

防水紙

スポットガード配管用

両面防水テープ
（防水紙側）

手順②

●スポットガード配管用本体の中心部を指で広げ

　 ながら、適応サイズのパイプに奥まではめ込みます。

　 その後、両面防水テープの剥離紙を剥がし、

　 防水紙にしっかり圧着してください。

指で広げながらはめ込む

＜スパイラルダクトの場合＞ ＜アルミフレキダクトの場合＞

片面防水テープ

スポットガード配管用

スパイラルダクト幅20以上
片面防水テープ

（現場調達品）

防水紙

片面防水テープ

スポットガード配管用

アルミフレキダクト幅20以上
片面防水テープ

（現場調達品）

防水紙

注）アルミフレキダクトは

　　しっかり伸ばした状態

　　で使用します。

屋外側 屋外側

■使用するパイプがスパイラルダクトやアルミフレキダクトの場合

●スポットガード配管用を取り付ける対象のパイプがスパイラルダクトやアルミフレキダクトの場合は、スポット

　 ガード配管用の特殊ゴム部とダクトの周囲を幅２０㎜以上の片面防水テープにて処理します。

●一度差し込んだスポットガードは引き抜かないでください。

●再度施工する場合は、新しいものに取り替えてください。

●タッカーや釘などで留め付けないでください。

●防水テープの施工は隙間ができないように、しっかりと圧着してください。

注　　意

パイプ外周部に突起部がないか確認してください。

突起がある場合は取り除いてからスポットガード

配管用を施工してください。

注　　意
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　１－１４　胴縁下地組み

１　センターサイディング標準施工法

１）胴縁を使用する目的

　●センターサイディングの留付下地（センターサイディングは原則として胴縁だけで保持する）。

　●通気空間の確保。

　●下地の不陸や段差の調整。

　●下地の動きとセンターサイディングの動きの違いを緩和し、釘打ち部分のひび割れを低減させる。

　●外壁面からの雨漏りを防止（等圧空間の確保によって雨水の吸引漏水を防止）。

　●躯体の沈み込みによる帯金物などの補強金物の変形や突き出しによる影響を防ぐ。

２）胴縁の種類・寸法

　●胴縁の厚みは、１８㎜以上としてください。ただし、躯体（垂直に組まれている柱やスタッドなど）に沿わせて

　　 留め付ける場合は、１５㎜（ベイツガなど）でも可とします。

縦胴縁（90サイズ）
追加下地

厚み１５㎜以上で使用可（※１、※２）

厚み１８㎜以上で使用可

ベイツガ、アカマツ　

スギ、エゾマツ　

※１　縦胴縁。　※２　耐力面材がある場合の横胴縁。

他の材質については、スギ１８㎜厚、ベイツガ１５㎜厚同等の保持力を確保した材とします。

また、端部割れなどが生じやすい材は使用できません。

10以上

※防耐火構造とする場合は、防耐火構造認定書の別添の通りとしてください。

間柱

追加下地

（添木）

木表側木裏側
○ ×

躯体の不陸による段差 厚みの違いによる段差

＜４５㎜幅２本組みの場合の注意点＞

＜胴縁の反りについて＞

縦胴縁90サイズ

木材は乾燥が進むと木表側に反る傾向が

あります。胴縁取り付け時は、木裏側から

留め付けてください。

＜縦胴縁９０サイズの添木＞

縦胴縁90サイズの割れ・反りが懸念される

場合は、追加下地を設けてください。

　●胴縁は曲がりのない乾燥材を使用します。曲がりがある場合は矯正し、釘を確実に躯体に留め付けます。

　●木胴縁の幅は４５㎜以上を標準とし、出入隅部や開口部まわりには倍幅の９０㎜を使用します。

　　 また、横張り施工の左右接合部、縦張り施工の場合の上下接合部も９０㎜幅の胴縁を使用します。

　　 ただし、段差が発生しないような調整を施す場合は４５㎜幅の２本組みを可とします。

　●センターサイディングを留め付ける場合、胴縁の端あき距離は１０㎜以上とします。

　●縦胴縁９０㎜幅を留め付ける場合は、胴縁の木裏を外壁側に向けて、規定の釘またはビスで確実に留め

　　 付けます。
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　１－１４　胴縁下地組み

１　センターサイディング標準施工法

１）胴縁を使用する目的

　●センターサイディングの留付下地（センターサイディングは原則として胴縁だけで保持する）。

　●通気空間の確保。

　●下地の不陸や段差の調整。

　●下地の動きとセンターサイディングの動きの違いを緩和し、釘打ち部分のひび割れを低減させる。

　●外壁面からの雨漏りを防止（等圧空間の確保によって雨水の吸引漏水を防止）。

　●躯体の沈み込みによる帯金物などの補強金物の変形や突き出しによる影響を防ぐ。

２）胴縁の種類・寸法

　●胴縁の厚みは、１８㎜以上としてください。ただし、躯体（垂直に組まれている柱やスタッドなど）に沿わせて

　　 留め付ける場合は、１５㎜（ベイツガなど）でも可とします。

縦胴縁（90サイズ）
追加下地

厚み１５㎜以上で使用可（※１、※２）

厚み１８㎜以上で使用可

ベイツガ、アカマツ　

スギ、エゾマツ　

※１　縦胴縁。　※２　耐力面材がある場合の横胴縁。

他の材質については、スギ１８㎜厚、ベイツガ１５㎜厚同等の保持力を確保した材とします。

また、端部割れなどが生じやすい材は使用できません。

10以上

※防耐火構造とする場合は、防耐火構造認定書の別添の通りとしてください。

間柱

追加下地

（添木）

木表側木裏側
○ ×

躯体の不陸による段差 厚みの違いによる段差

＜４５㎜幅２本組みの場合の注意点＞

＜胴縁の反りについて＞

縦胴縁90サイズ

木材は乾燥が進むと木表側に反る傾向が

あります。胴縁取り付け時は、木裏側から

留め付けてください。

＜縦胴縁９０サイズの添木＞

縦胴縁90サイズの割れ・反りが懸念される

場合は、追加下地を設けてください。

　●胴縁は曲がりのない乾燥材を使用します。曲がりがある場合は矯正し、釘を確実に躯体に留め付けます。

　●木胴縁の幅は４５㎜以上を標準とし、出入隅部や開口部まわりには倍幅の９０㎜を使用します。

　　 また、横張り施工の左右接合部、縦張り施工の場合の上下接合部も９０㎜幅の胴縁を使用します。

　　 ただし、段差が発生しないような調整を施す場合は４５㎜幅の２本組みを可とします。

　●センターサイディングを留め付ける場合、胴縁の端あき距離は１０㎜以上とします。

　●縦胴縁９０㎜幅を留め付ける場合は、胴縁の木裏を外壁側に向けて、規定の釘またはビスで確実に留め

　　 付けます。

　１－１４　胴縁下地組み

１　センターサイディング標準施工法

３）胴縁の下地組みの施工（留め付け・間隔）

　●胴縁は、必ず防水紙を張った後に留め付け、センターサイディングの裏面が防水紙と密着しないように

　　　します。

　●胴縁は、５００㎜以下の間隔で柱や間柱などの躯体に留め付けます。

胴縁間隔

留付

釘・ビス

留付間隔

５００㎜以下（躯体に留め付け）

Ｎ６５、ＣＮ６５以上の釘・φ３．８㎜×５０㎜以上の木ビス

５００㎜以下

5
0
0
以

下
5
0
0
以

下

柱・間柱（スタッドなど）

防水紙

胴縁

Ｎ６５、ＣＮ６５以上の釘 割れ！

割れ！

5
0
以

下

胴縁は必ず躯体（柱・間柱・スタッド）に留め付けてください。

耐力面材のみへの釘打ちやビス留めは行わないでください。

のちのセンターサイディングの脱落などの危険性があります。

禁 止

　●胴縁端部への留め付けの際は、割れ防止のため、先孔をあけてから留め付けてください。

　●胴縁下地組みの仕上げ面は、目通りずれ２㎜以下、不陸ずれ１．５㎜以下となるように厚みを調整して

　　 取り付けてください。
　

※防耐火構造とする場合は、防耐火構造認定書の別添の通りとしてください。

●縦胴縁、横胴縁の端部の留め付けの際は、上図の

　 ように割れが生じやすいので、端部距離が５０㎜

　 以下（目安）の場合は、先孔をあけてから留め付け

　 てください。割れたままでは、胴縁が反ったり、

　 センターサイディングの固定力不足からセンター

　 サイディングの脱落につながるおそれがあります。

●エア釘打ち機を使用して留め付ける場合には、空

　 気圧を事前に調整して留め付けてください。空気

　 圧が高すぎると、釘の埋め込み過ぎによる割れが

　 生じる可能性があります。

注　　意



32

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

基
本
納
ま
り
図

本
体
･
付
属
部
材

詳
細
図

付
属
部
材
加
工
図

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

木
造
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

金
属
胴
縁
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

直
張
り
編

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

納
ま
り
詳
細
図

参
考
資
料

　１－１４　胴縁下地組み

１　センターサイディング標準施工法

４）縦胴縁仕様

　●縦胴縁と開口部まわりの胴縁に３０㎜の隙間を設け、通気する構造とします。

　●入隅部や出隅部などで胴縁が躯体に留め付けられない場合は、追加下地を設け、必ず下地に留め付け

 　　ます。

防水紙

縦胴縁

500以下〃 〃500以下

積
雪

高
さ

開口部まわりに通気のための隙間がある

○

開口部まわりがふさがれ通気のための隙間がない

●積雪地域では雪の圧力でセンターサイディングが
　 折れないように雪の積もる高さまで、補強のための
　 補強用胴縁を胴縁間に取り付けます。

× 胴縁

通気層

空気の流れ

開口部まわりの縦胴縁と横胴縁の取り合いは、サッシと３０㎜の隙間を設けて施工してくだ

さい。隙間がないと通気がとれず不具合の原因となります。

注　　意

500以下

　〃
　〃

防水紙

左右接合部
縦胴縁90サイズ

開口部周囲胴縁
90サイズ

出入隅部縦胴縁

90サイズ

通気土台水切

ヨコ用スターター

縦胴縁45サイズ

500以下
500以下

500以下

センターサイディング

積雪地域での胴縁組み

追加下地

※防耐火構造とする場合は、防耐火構造認定書の別添の通りとしてください。

30

30

胴縁

通気層

空気の流れ

※下屋根部分も同様の胴縁組みをしてください。
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　１－１４　胴縁下地組み

１　センターサイディング標準施工法

４）縦胴縁仕様

　●縦胴縁と開口部まわりの胴縁に３０㎜の隙間を設け、通気する構造とします。

　●入隅部や出隅部などで胴縁が躯体に留め付けられない場合は、追加下地を設け、必ず下地に留め付け

 　　ます。

防水紙

縦胴縁

500以下〃 〃500以下

積
雪

高
さ

開口部まわりに通気のための隙間がある

○

開口部まわりがふさがれ通気のための隙間がない

●積雪地域では雪の圧力でセンターサイディングが
　 折れないように雪の積もる高さまで、補強のための
　 補強用胴縁を胴縁間に取り付けます。

× 胴縁

通気層

空気の流れ

開口部まわりの縦胴縁と横胴縁の取り合いは、サッシと３０㎜の隙間を設けて施工してくだ

さい。隙間がないと通気がとれず不具合の原因となります。

注　　意

500以下

　〃
　〃

防水紙

左右接合部
縦胴縁90サイズ

開口部周囲胴縁
90サイズ

出入隅部縦胴縁

90サイズ

通気土台水切

ヨコ用スターター

縦胴縁45サイズ

500以下
500以下

500以下

センターサイディング

積雪地域での胴縁組み

追加下地

※防耐火構造とする場合は、防耐火構造認定書の別添の通りとしてください。

30

30

胴縁

通気層

空気の流れ

※下屋根部分も同様の胴縁組みをしてください。

　１－１４　胴縁下地組み

１　センターサイディング標準施工法

５）横胴縁仕様

　●横胴縁は２０００㎜以下の間隔で３０㎜以上の隙間を設け、通気する構造とします。

　●横胴縁と出入隅部・開口部まわりの胴縁に、３０㎜の隙間を設け、通気する構造とします。

　●入隅部や出隅部などで胴縁が躯体に留め付けられない場合は、追加下地を設け、必ず下地に留め付け

　　 ます。

下図のように２０００㎜以下の間隔で３０㎜以上の隙間を設けて施工してください。

隙間がないと通気ができず不具合の原因となります。

注　　意

隙間があるため通気ができる 隙間がないため通気ができない

胴縁

通気層

胴縁

通気層

胴縁
（出隅部）

胴縁
（出隅部）

2000以下 30

空気の流れ
空気の流れ

○ ×

・中間水切１８

・タテ用スターター、
(Ｎ)端部カバー
または
芯材を取り除く

＜上下接合部＞

※防耐火構造とする場合は、防耐火構造認定書の別添の通りとしてください。

500以下

500以下

500以下

500以下

　　〃
　　〃

防水紙

横胴縁45サイズ

通気土台水切

上下接合部横胴縁
90サイズ

2000以下

出入隅部縦胴縁
90サイズ

開口部周囲胴縁
90サイズ

センターサイディング

積雪地域での胴縁組み
防水紙

横胴縁

積
雪

高
さ

500以下〃 〃 500以下
●積雪地域では雪の圧力でセンターサイディングが

　 横胴縁を３０３㎜以下の間隔で留め付けます。
　 折れないように雪の積もる高さまで補強のために

※下屋根部分も同様の胴縁組みをしてください。

5
0
0

50
0

3
0
3

3
0
3

追加下地
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１）基本事項

　●建物の層間変形角は１/１２０以下で設計してくだ

　　 さい。

Ｐ

＝層間変形角
（単位：ラジアン）

変位

各層の高さ

受けアングル

取付ボルト

Ｃ形鋼胴縁

H形鋼

変位

高
さ

クリアランス（適宜設定）

1.5㎜以下
胴縁段差
1.5㎜以下

溶接バリ

※バリが出ないよう
面一に仕上げる

ビス頭、
サッシフィン
2㎜以下

目
通

り
2
㎜

以
下

2㎜以下かつ
H/1000以下

胴縁

３）鉄骨下地（Ｃ形鋼）の形状、寸法、間隔

　●下地Ｃ形鋼の厚みは、１．６～２．３㎜のものを使用します。

　　 （３．２㎜厚以上になると、ビスの留め付けに手間がかかり、施工精度にも影響します。）

　●断面寸法はＣ-１００×５０×２０㎜以上を使用します。

　●下地Ｃ形鋼の間隔は６１０㎜以下で取り付けます。

　●出隅部、入隅部、横張り時の左右接合部、縦張り時の中間水切部は□-１００×１００×２．３㎜以上、

 　　またはＣ-１００×５０×２０×１．６㎜以上ダブル組みを使用します。
　

２）下地組みの寸法と精度

　●下地Ｃ形鋼は受けアングル（ねこ）を柱・梁に取り

付け、受けアングルにボルト留めします。

（Ｈ形鋼などの柱や梁に直接溶接しないでください。）

４）下地Ｃ形鋼の立ち・目通り・ねじれ

●下地Ｃ形鋼の立ちは２㎜以下で、なおかつ

　 H/１０００以下としてください。

●下地Ｃ形鋼の通りのズレは、２㎜以下としてください。

●下地Ｃ形鋼のねじれは１㎜以下としてください。

５）不陸限界

●下地ジョイント部のズレと、溶接部のバリ、ビス頭

　 などによる不陸は下記の寸法範囲としてください。

ね
じ

れ
1
㎜

以
下

　１－１５　胴縁下地組み（鉄骨下地組み）

１　センターサイディング標準施工法

防耐火構造が必要な場合、認定によって構造が鉄骨下地の条件が異なります。認定書の別添でご確認ください。

610以下

【鉄骨下地を垂直に組む場合】

610以下

【鉄骨下地を水平に組む場合】
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１）基本事項

　●建物の層間変形角は１/１２０以下で設計してくだ

　　 さい。

Ｐ

＝層間変形角
（単位：ラジアン）

変位

各層の高さ

受けアングル

取付ボルト

Ｃ形鋼胴縁

H形鋼

変位

高
さ

クリアランス（適宜設定）

1.5㎜以下
胴縁段差
1.5㎜以下

溶接バリ

※バリが出ないよう
面一に仕上げる

ビス頭、
サッシフィン
2㎜以下

目
通

り
2
㎜

以
下

2㎜以下かつ
H/1000以下

胴縁

３）鉄骨下地（Ｃ形鋼）の形状、寸法、間隔

　●下地Ｃ形鋼の厚みは、１．６～２．３㎜のものを使用します。

　　 （３．２㎜厚以上になると、ビスの留め付けに手間がかかり、施工精度にも影響します。）

　●断面寸法はＣ-１００×５０×２０㎜以上を使用します。

　●下地Ｃ形鋼の間隔は６１０㎜以下で取り付けます。

　●出隅部、入隅部、横張り時の左右接合部、縦張り時の中間水切部は□-１００×１００×２．３㎜以上、

 　　またはＣ-１００×５０×２０×１．６㎜以上ダブル組みを使用します。
　

２）下地組みの寸法と精度

　●下地Ｃ形鋼は受けアングル（ねこ）を柱・梁に取り

付け、受けアングルにボルト留めします。

（Ｈ形鋼などの柱や梁に直接溶接しないでください。）

４）下地Ｃ形鋼の立ち・目通り・ねじれ

●下地Ｃ形鋼の立ちは２㎜以下で、なおかつ

　 H/１０００以下としてください。

●下地Ｃ形鋼の通りのズレは、２㎜以下としてください。

●下地Ｃ形鋼のねじれは１㎜以下としてください。

５）不陸限界

●下地ジョイント部のズレと、溶接部のバリ、ビス頭

　 などによる不陸は下記の寸法範囲としてください。

ね
じ

れ
1
㎜

以
下

　１－１５　胴縁下地組み（鉄骨下地組み）

１　センターサイディング標準施工法

防耐火構造が必要な場合、認定によって構造が鉄骨下地の条件が異なります。認定書の別添でご確認ください。

610以下

【鉄骨下地を垂直に組む場合】

610以下

【鉄骨下地を水平に組む場合】

　１－１６　センターサイディング・付属部材の留付方法

１　センターサイディング標準施工法

１）先付け付属部材などの留め付け

●受けなどの先付け付属部材は下表の専用釘、専用ビスで胴縁などに施工してください。

＜木造用＞

釘

ＪＫＲ６４０ φ２．５㎜×４３㎜

表面留め用（※１） ＪＫＷ８４０ＢまたはＪＫＷ８４０Ｓ

ビス ＪＫ１７１０

本体留付用

φ４．１㎜×２７㎜

補強用・表面留め用 φ４．１㎜×４５㎜

φ２．７５㎜×５０㎜

本体留付用（※２）

ＪＫ１７２０

＜鉄骨造用＞

木造 ＪＫ４４０

鉄骨造

直張り仕様

φ２．３㎜×３８㎜

金属胴縁仕様

ＫＮ６５ φ４．８㎜×１３㎜

２）センターサイディング本体の留め付け

●センターサイディング本体は下表の専用釘、専用ビスで胴縁などに施工してください。

※１　表面留め用は、実を切断し、表面から留め付ける場合にご使用ください。

　　　 例：縦張り時の張り始め・終わり、横張り時の軒天部など。

※２　防耐火認定が不要な場合はＪＫ１７１０(φ４．１㎜×２７㎜)をご使用ください。

　　　 防耐火認定が必要な場合は別添をご確認ください。

ＪＫ１１４０ φ４㎜×１９㎜

ＪＫ１７７０

本体留付用

金属胴縁留付用 ＪＫ１１４０

ＪＫ１７６０本体留付用
（せっこうボードなど表張りがある場合）

補強用
（せっこうボードなど表張りがある場合）

φ４㎜×４５㎜

φ５㎜×６０㎜

φ４㎜×１９㎜

金属胴縁

仕様
本体留付用 ＪＫ１５１０ φ４．５㎜×１０㎜

補強用 ＪＫ１７４０ φ４．５㎜×２７㎜

補強用・表面留め用
（※１）

ＪＫ１７５０ φ４．２㎜×２７㎜
直張り

仕様

ＪＫ１１５０Ｌ φ４．１㎜×３８㎜

　防耐火認定が必要な場合は防耐火構造認定書の別添をご確認ください。
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　１－１７　シーリング工事の手順とポイント

１　センターサイディング標準施工法

●シーリング面に塗装した場合、塗膜にクラックが入ることがあります。

●シーリング用汚れ付着防止スプレーは、センターサイディング上に２０㎝程度の幅で霧状に

●メタルガード光シリーズのマスキングテープはカモイ製ミラクルミントをご使用ください。

　 飛散し、色艶むら、経年汚れ（親水性機能低下など）、経年変色などの不具合が発生する場合

　 があります。特に専用シーリングに対しては、密着性も悪いため使用しないでください。

注　　意

①天候確認
●シーリング工事は、施工時の気温が５℃

以上の日に行ってください。
●前日が雨天などの場合は、被着面が十

分に乾燥している状態を確認のうえ、工
事を行ってください。

②被着面の清掃
●被着面のゴミ・油分・水分は除去します。
※被着面のゴミ・油分・水分などはシーリ

ングの接着不良をまねきます。

③マスキング養生
●目地に沿ってマスキングテープを貼って

ください。
※マスキングテープは、見切縁などの塗

膜面をすべて覆うように、柄の凹凸に合
わせ、端部ギリギリに貼ってください。
（表面にシーリングを薄くのばして付着
させると、短期間で白化する可能性が
あります。）

④シーリングの充填
●目地幅にあわせたノズルで、気泡・打ち

残し・隙間のないように、目地の隅々ま
で盛り上げながら、シーリングを十二分
に充填してください。

※シーリングの充填不足は接着不良をま
ねきます。

⑦清掃
●マスキングテープの糊や充填部分以外

に付着したシーリングは、速やかにシー
リングクリーナーを含ませた布で拭き
取った後、乾いたウエスできれいに除去
してください。

※清掃が不十分ですと、変色や汚れ付着
の原因になります。

⑤ヘラ押え、ヘラ仕上げ
●ヘラ・ゴムなどを使用し、シーリングを押

し込むようにして、表面を平滑にします。
※押し込みが不十分ですと、接着不良を

まねきます。

⑥マスキングテープの剥がし
●シーリングが硬化しない間に、マスキン

グテープを棒切れなどに巻き付けなが
ら、丁寧に剥がしてください。

【マスキングテープ使用時の注意事項】

●製品表面が乾燥している時に貼り付けてください。

●貼り付け後は早期にシーリング作業を開始し、シーリング充てん後は直ぐにマスキン

グテープを剥がしてください。

（貼り付け時間は長くとも２〜３時間程度としてください。）マスキングテープを貼り付け

たままで日をまたぐことは絶対に避けてください。

●マスキングテープが貼られた状態で、雨などで水に濡れると、糊残りを助長させます

ので、必ず天気の良い日に作業をしてください。

●マスキングテープが糊残りした場合は、お湯または水を含ませた布で、糊を膨潤させ

ながら拭き取ってください。

●推奨マスキングテープを使用された場合でも、多少の塗膜剥離が発生することがあり

ますので、できるだけゆっくり丁寧に剥がしてください。
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　１－１７　シーリング工事の手順とポイント

１　センターサイディング標準施工法

●シーリング面に塗装した場合、塗膜にクラックが入ることがあります。

●シーリング用汚れ付着防止スプレーは、センターサイディング上に２０㎝程度の幅で霧状に

●メタルガード光シリーズのマスキングテープはカモイ製ミラクルミントをご使用ください。

　 飛散し、色艶むら、経年汚れ（親水性機能低下など）、経年変色などの不具合が発生する場合

　 があります。特に専用シーリングに対しては、密着性も悪いため使用しないでください。

注　　意

①天候確認
●シーリング工事は、施工時の気温が５℃

以上の日に行ってください。
●前日が雨天などの場合は、被着面が十

分に乾燥している状態を確認のうえ、工
事を行ってください。

②被着面の清掃
●被着面のゴミ・油分・水分は除去します。
※被着面のゴミ・油分・水分などはシーリ

ングの接着不良をまねきます。

③マスキング養生
●目地に沿ってマスキングテープを貼って

ください。
※マスキングテープは、見切縁などの塗

膜面をすべて覆うように、柄の凹凸に合
わせ、端部ギリギリに貼ってください。
（表面にシーリングを薄くのばして付着
させると、短期間で白化する可能性が
あります。）

④シーリングの充填
●目地幅にあわせたノズルで、気泡・打ち

残し・隙間のないように、目地の隅々ま
で盛り上げながら、シーリングを十二分
に充填してください。

※シーリングの充填不足は接着不良をま
ねきます。

⑦清掃
●マスキングテープの糊や充填部分以外

に付着したシーリングは、速やかにシー
リングクリーナーを含ませた布で拭き
取った後、乾いたウエスできれいに除去
してください。

※清掃が不十分ですと、変色や汚れ付着
の原因になります。

⑤ヘラ押え、ヘラ仕上げ
●ヘラ・ゴムなどを使用し、シーリングを押

し込むようにして、表面を平滑にします。
※押し込みが不十分ですと、接着不良を

まねきます。

⑥マスキングテープの剥がし
●シーリングが硬化しない間に、マスキン

グテープを棒切れなどに巻き付けなが
ら、丁寧に剥がしてください。

【マスキングテープ使用時の注意事項】

●製品表面が乾燥している時に貼り付けてください。

●貼り付け後は早期にシーリング作業を開始し、シーリング充てん後は直ぐにマスキン

グテープを剥がしてください。

（貼り付け時間は長くとも２〜３時間程度としてください。）マスキングテープを貼り付け

たままで日をまたぐことは絶対に避けてください。

●マスキングテープが貼られた状態で、雨などで水に濡れると、糊残りを助長させます

ので、必ず天気の良い日に作業をしてください。

●マスキングテープが糊残りした場合は、お湯または水を含ませた布で、糊を膨潤させ

ながら拭き取ってください。

●推奨マスキングテープを使用された場合でも、多少の塗膜剥離が発生することがあり

ますので、できるだけゆっくり丁寧に剥がしてください。

　１－１８　補修塗装

１　センターサイディング標準施工法

× 補修塗料の
はみ出し

表面留付釘

２）釘頭の補修塗装

　センターサイディング全ての釘頭・ビス頭の補修は、目立つ箇所のみとし、周辺に塗り拡げないよう最小限

　に塗布します。

釘頭より広く塗り拡げたり、厚く塗布しないでください。拡げたり、塗布量

が多くても、施工途中は足場やネットがあり暗いのでわかりにくい場合が

あり、足場などが外れると外観上かなり目立つ場合があります。

丁寧に塗布してください！

禁 止

　１－１９　施工完了後の注意事項

ボイラーの熱風・温水配管など、センターサイ

ディングに高熱がかかるおそれのある場所には、

せっこうボード、断熱材で周囲を覆いセンターサ

イディングに熱が伝わらないようにしてください。

エアコンや給湯器などの後付け部材を外壁に

取り付ける場合は、センターサイディングに直接

固定することは避け、必ず躯体の柱・間柱に

固定してください。

断熱材

●施工後は必ず清掃して、施工中に付着した土砂・埃・鉄粉などを十分に除去してください。また、鋼板の切断

　 面に生じたバリは取り除いてください。ケガをする可能性があります。

●施工後に器具を取り付ける場合は、下記に注意してください。

●バランス型風呂釜の排気口の上方６０㎝、下方および側方１５㎝以内には使用しないでください。

●センターサイディングに穴をあけた場合は、適切な防水処理をおこなってください。

補修塗料の蓋中央にある色見本と同色になるまで充分に

振り、必ず端材などに試し塗りをしてください。

特に多色品は塗布する箇所に近い色を選定してください。

　１）補修塗装手順

　　センターサイディングには専用の補修塗料を用意していますが、適切な補修がなされないと

　　色違いなどの原因となるおそれがあります。使用に際しては下記に注意してください。

　　①天候確認

　　　●補修の前日および当日が降雨・降雪の場合は補修塗装を行わないでください。

　　　●施工時の気温が５℃以上の時に行ってください。

　　②色調の確認

　　　●色が均一になるまで十分に振った後、端材などに試し塗りをして色調を確認してください。

　　③補修面の処理

　　　●汚れ、埃、水分などを除去してください。

　　④補修塗装

　　　●補修塗料には攪拌球がセットされています。カチカチと音がするまでよく振ってからご使用ください。

　　　※補修液の中には攪拌球が入っていないものもあります。よく振ってからご使用ください。

　　　※補修塗料は色調をセンターサイディングに合わせてありますが、塗布量・塗布方法・艶などにより補修

　　　　 箇所が目立つ場合がありますので、塗布面積は必要最小限としてください。

　　　　 塗布面積が大きくなると違和感が生じるおそれがあります。

ﾀｯﾁｱｯﾌﾟ

　　　●必要以上に塗り広げないように、かつ、厚く塗らないようにしてください。
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　１－２０　保管・取り扱い・運搬上の注意事項

１　センターサイディング標準施工法

１）保管

　●センターサイディングの保管は原則として室内の水平な場所とし、必ずパレットまたは飼い木の上に置い

　　 てください。飼い木の間隔は１m以下としてください。立て掛け保管は危険であり、反りや変形の原因にも

　　 なります。

　●水濡れの可能性のある施工現場などでは、必ず防水用のシートを掛けて保管してください。センターサイ

　　 ディングは地面に直接置かず、水に濡らさないように保管してください。濡れてしまうと、反りや変形、汚れ

　　 の原因となります。

　●強風時にセンターサイディングが風で飛ばされないように注意してください。

　※センターサイディングは屋外で使用されることを前提に、風雨に十分耐えられる設計となっていますが、

　　 密閉された高温多湿などの特異条件下では塗膜のふくれや錆びが発生し、早期腐食の原因となります。

　　 乾燥した状態で保管し、水濡れしやすい場所や高温多湿の場所に保管しないでください。

センターサイディングは地面に直接

置かず、水に濡らさないように保管

してください。

持ち運びの際に小端立

てにしないと、センター

サイディングが変形す

るおそれがあります。

保管・取り扱い方法を間違えると、不具合が発生するおそれがあります。その場合弊社では

免責となりますので注意してください。

２）取り扱い

　●センターサイディングは折れ曲がらないように丁寧に扱ってください。持ち運びは、１枚時もケース時も

小端立てにして静かに運んでください。また、PPバンドを持たないようにしてください。特に４０００㎜を超

えるサイズの場合は２人で小端立てにして運んでください。

　●強風時にセンターサイディングが風で飛ばされないように注意してください。

　●汚れた手で触らないようにしてください。

　●持ち運び時は周囲・足下などに注意してください。

３）運搬

　●積み下ろしの際にセンターサイディングの角や表面などを損傷しないように注意してください。

　●荷積みは平積みとし、汚れないように注意してください。

　●急ブレーキなどによる損傷を防ぐため、角に当て板などをした上でロープ・ワイヤーなどでしっかりと固定

　　 してください。

　●吊り上げる時は、ワイヤー掛けなどでセンターサイディングが損傷しないよう注意してください。

センターサイディングは

小端立てて扱ってください。

本体が４０００㎜を超え

る場合は、２人で小端

立てにしないと変形す

るおそれがあります。

注　　意 注　　意 注　　意

注　　意

注　　意




